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折
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押
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二
｝
欝
五
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ハ
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入
四

自
然
　
数
論
の
無
矛
盾
性
謹
明
」

l
G
・
ゲ
ン
ツ
ェ
ソ
の
業
績
1 （

承
前
）

　
　
　
　
　
七

　
無
矛
盾
性
謹
明
の
目
的
は
、
撒
論
の
謹
明
の
う
ち
に
串
現
す
る

確
謹
的
な
ら
ざ
る
推
論
（
前
節
を
見
よ
）
を
そ
れ
と
比
較
し
て
確

鐙
的
な
る
も
σ
に
還
元
す
る
に
あ
る
。
而
し
て
謹
曙
の
方
法
は
、

要
す
る
に
、
終
結
式
と
し
て
壌
絶
雲
の
形
の
式
が
幽
て
來
ぬ
こ
と

を
示
す
に
あ
る
。
若
し
龍
系
に
矛
厨
あ
り
と
す
れ
ば
如
何
な
る

式
で
も
導
來
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
．
謹
腸
を
無
量
な
ら
し
め
る
た
め
至
当
か
ら
記
號
V
X
⊃
を
除

去
す
る
。
師
ち
、

　
　
　
　
雲
く
膨
よ
　
　
　
　
『
（
（
螢
斎
♂
）
　
に
依
，
り

　
　
　
　
督
超
は
　
　
。
（
第
蜜
）
　
に
依
り

　
　
　
　
震
謬
）
は
　
　
。
＜
鴨
昼
）
　
に
依
り

お
き
か
へ
る
。
上
段
の
書
式
は
下
段
の
各
式
と
夫
々
論
理
納
に

近

ぎ
臆
、

“
薯

…
讐
刀

・
洋

逸

も
内
容
的
に
も
エ
キ
バ
レ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
。
．

　
こ
の
置
換
に
依
っ
て
論
理
的
墓
本
式
列
は
岡
じ
く
論
理
的
基

本
式
列
ど
な
る
こ
と
は
簡
軍
に
謹
明
さ
れ
る
（
難
壁
）
。
数
學
的

基
、
本
式
列
に
就
て
も
嗣
様
で
あ
る
。

　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ま

　
構
造
愛
換
、
及
び
記
號
V
五
⊃
を
含
ま
ぬ
限
り
の
推
理
法
則

は
上
述
の
置
換
に
依
り
不
愛
で
あ
る
が
、
若
し
含
む
と
き
は
蔓
化

す
る
か
ら
次
の
如
き
修
正
が
必
要
と
な
る
。

　
V
導
入
。
「
門
↓
雲
か
ら
囲
．
↓
ゑ
く
齢
」
は
置
換
に
依
っ
て
月
＊
↓
齪
＊

か
ら
男
＊
↓
べ
（
運
＊
）
智
齢
＊
と
と
な
る
。
・
ご
記
號
は
置
換
の
結
果
を

示
す
。
こ
れ
は
次
の
如
く
し
て
柵
工
す
る
。
基
本
式
列
に
依
っ
て

　
　
　
食
雲
＊
）
卿
M
齢
＊
↓
（
お
｛
＊
如
桝
＊
）
即
圃
場
＊
…
…
…
…
：
…
…
・
…
（
H
）

ω
か
ら
＆
除
去
を
用
み
て

　
　
　
（
心
｛
＊
）
即
圃
燧
＊
↓
心
隔
＊
　
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
（
b
）

、



　
　
繭
提
緊
↓
雲
＊
に
構
造
慶
換
を
施
す
と

　
　
　
　
　
　
（
M
＊
8
即
♂
諮
同
’
↓
銀
＊
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
（
㏄
）

　
　
．
②
㈲
か
ら
否
定
の
推
理
法
期
に
依
っ
て
圏
的
の
式

　
　
　
　
　
固
’
＊
↓
べ
（
§
ご
雀
翻
＊
）

　
　
を
得
る
。

　
　
　
〉
除
去
。
こ
れ
は
置
換
に
依
っ
て
環
、
申
い
，
・
、
（
（
．
察
い
即
．
嬢
り
）
及
び

　
　
崎
〔
＊
”
レ
＊
↓
も
。
＊
及
び
錫
り
・
雲
↓
・
。
＊
か
ら
り
＊
し
＊
・
④
＊
↓
6
。
を
得
る
」
と

　
　
な
る
。
こ
れ
は
左
の
如
く
し
て
導
摩
す
る
。
基
本
式
列
か
ら

　
　
　
　
　
お
＊
1
㍉
め
申
＊
　
…
…
・
…
・
・
…
…
…
：
…
…
；
・
…
：
：
…
…
（
H
）

　
　
ω
の
構
造
慶
換
で

　
　
　
　
　
熊
ク
3
お
＊
↓
お
＊
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
…
（
b
乙
）

　
　
前
提
超
い
”
レ
＊
↓
め
．
甲
ど
②
か
ら
否
定
の
推
理
法
劉
を
用
み
て

　
　
　
　
　
拷
M
亡
。
・
↓
唖
慨
＊
…
…
…
…
…
－
・
…
…
…
…
…
…
」
（
¢
）

　
　
ω
を
構
造
憂
配
し
て

　
　
　
　
　
と
彦
＊
》
お
＊
↓
お
＊
　
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
（
俸
）

　
　
前
提
セ
D
ホ
・
④
＊
↓
嬢
と
ω
か
ら
否
定
の
推
理
法
則
で

　
　
　
　
　
⑦
＊
讐
お
＊
↓
刈
膨
寧
　
…
…
：
・
…
…
」
…
：
…
…
：
・
…
…
…
（
く
O
）

　
　
⑧
㈲
か
ら
も
導
入
を
用
み
て

　
　
　
　
　
〉
諮
お
謎
、
①
＊
㌔
む
つ
諮
↓
（
心
？
）
宥
配
＊
・
…
…
…
：
…
…
（
¢
）

酪
　
　
　
　
　
　
凶
然
歎
論
の
無
矛
盾
性
詮
朋
（
承
葡
Y

6

㈹
か
ら
構
造
憂
換
で

　
　
　
お
渉
レ
＊
b
＊
↓
（
曼
＊
）
陣
臓
潔
＊
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
（
刈
）

前
提
H
、
木
↓
べ
（
、
螺
）
即
圃
翻
＊
）
か
ら
構
造
愛
換
に
依
り

　
　
　
お
＊
脳
4
＊
↓
N
（
（
お
な
）
蒸
発
＊
）
　
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
（
コ
っ
）

伽
、
㈲
か
ら
否
定
の
推
理
法
則
な
用
み
て

　
　
　
レ
＊
層
①
＊
レ
’
＊
1
㌦
M
湧
＊
　
・
：
：
：
：
：
・
；
；
：
・
：
：
：
；
：
・
：
・
；
人
｛
｝
）

㈲
か
ら
二
重
否
定
排
除
の
法
則
で

　
　
　
レ
諮
①
諮
甲
」
計
↓
乙
つ
＊
　
：
・
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
：
二
．
↑
9

ヘ
ノ

ー。

ｩ
ら
構
造
愛
換
を
用
み
て
鷹
的
の
式
　
　
　
　
　
　
、

（
　
　
　
H
．
＊
レ
♂
⑦
＊
↓
と
○
＊

を
得
る
。
宣
導
入
、
8
排
除
は
V
導
入
、
V
排
除
と
全
く
同
様
に

論
ぜ
ら
れ
る
か
ら
省
略
す
る
。

　
⊃
導
入
。
置
換
に
依
り
「
螺
㌔
＊
↓
雛
＊
か
ら
門
．
搾
㍉
（
雲
奏
雀
虜
．
と

と
な
る
。
こ
れ
は
左
の
獺
く
し
て
導
出
す
る
。
論
理
的
基
本
式
列

　
　
　
曽
＊
貿
嬢
り
↓
螺
叫
貿
暖
炉
…
…
…
…
…
・
：
…
…
…
…
…
（
μ
）

か
ら
＆
排
除
を
用
み
て

　
　
　
螺
雀
望
↓
ゆ
恒
＊
…
…
…
…
…
・
：
－
…
…
…
…
…
・
人
ε

　
　
　
．
寡
脅
壽
↓
M
梯
＊
　
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
－
・
（
。
。
）

㈲
か
ら
構
造
塗
換
に
依
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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転
里
下
研
究
　
　
第
二
百
五
十
山
ハ
號
　
　
，

　
　
　
　
雲
＊
強
＊
卿
殴
悌
＊
↓
圃
酷
＊
　
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
（
霞
）

、
ω
と
前
提
蝦
湾
＊
↓
馨
か
ら
否
定
の
推
理
法
則
で

　
　
　
　
弓
＊
独
＊
卿
刈
溜
＊
↓
刈
雲
＊
　
…
…
：
：
…
…
・
も
…
…
…
…
…
（
凱
）

㈲
か
ら
構
造
攣
換
を
利
用
し
て

　
　
　
　
雲
＊
卿
唖
梯
＊
ち
＊
↓
心
（
砦
　
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
（
Φ
）

②
⑥
か
ら
否
定
の
推
理
法
則
に
依
り
美
的
の
式

　
　
　
　
づ
＊
1
塩
（
姐
桝
＊
即
¶
悌
＊
）

を
得
る
。

　
　
⊃
排
除
に
就
て
も
岡
襟
。

　
斯
く
し
て
V
H
⊃
を
除
い
た
導
來
を
得
る
。

　
　
　
　
　
八

　
　
　
　
　
ゑ
　
　
へ

　
式
列
の
遽
元
（
菊
④
身
藷
お
嵩
く
○
β
○
。
呂
器
ロ
N
o
菖

　
式
粥
に
冠
し
て
「
還
元
の
規
則
を
與
へ
得
る
事
」
（
諺
護
①
σ
募
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

冨
詫
Φ
唐
墨
幻
。
脅
馨
コ
・
○
韓
貯
簿
）
な
る
概
念
は
丙
容
的
な
翼
の

　
ヘ
　
　
へ

概
念
（
幻
｛
○
プ
賦
σ
q
穴
①
坤
ω
鴨
①
磯
犠
巖
）
申
ぜ
形
式
化
せ
る
も
の
で
あ
吻
、
命
題

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

の
有
限
的
解
題
・
ぜ
蹴
ハ
へ
る
。
冊
女
山
9
る
に
、
潔
τ
兀
ど
は
・
式
　
列
の
内
両
谷

の
眞
理
姓
を
愛
へ
る
こ
と
な
し
に
、
よ
り
簡
箪
な
式
列
へ
と
蹄
着

さ
せ
る
操
作
で
あ
る
。
次
の
姉
き
も
の
が
暴
げ
ら
れ
る
G
・

　
①
式
列
が
自
融
秘
図
を
含
む
と
き
は
、
そ
れ
を
工
房
、
然
し

入
六

任
意
の
撒
記
號
で
お
き
か
へ
る
。

　
①
一
式
弼
が
霞
由
窃
盗
を
含
ま
ぬ
が
、
最
小
項
を
含
む
と
き
は
、

そ
れ
を
其
函
…
数
値
で
お
き
か
へ
る
。
例
へ
ば
蔭
十
一
は
5
で
お
き

か
へ
る
。
（
勿
論
、
函
歎
は
決
定
可
能
的
に
定
義
さ
れ
て
る
る
。
）

　
　

　
凱
式
列
が
自
注
憂
項
も
最
小
項
を
も
含
ま
ぬ
が
、
そ
れ
の
後
式

　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ぐ
覧
（
個
）
の
形
を
持
つ
と
き
は
、
そ
れ
を
0
で
お
き
か
へ
る
。

此
慮
に
R
は
任
意
の
激
記
號
。

　
　

　
頁
式
列
が
肉
由
攣
項
も
最
小
項
を
も
含
ま
ぬ
が
、
其
後
式
が

　
くψ

茅
粥
の
形
を
持
つ
と
き
は
、
こ
れ
を
％
或
は
魅
で
お
き
か
へ
る
。

　
D
式
粥
が
自
由
憂
項
も
最
小
項
も
含
ま
ぬ
が
、
其
後
式
が
概
の

　
（

形
な
ら
ば
、
贋
を
一
h
鵠
で
お
き
か
へ
、
且
つ
瓢
を
前
式
に
．
添
加

す
。　

　
　
礪
以
上
の
い
つ
れ
で
も
な
い
場
合
に
は
、
後
此
は
最
小
式
で
あ

　
く

る
。
勿
論
そ
れ
に
含
ま
れ
る
述
語
は
決
定
可
能
的
に
定
義
さ
れ

て
る
る
も
の
と
す
る
。
故
に
當
の
最
小
式
は
、
そ
れ
の
含
む
遽
語

の
定
義
を
墓
礎
と
し
て
、
妻
琴
を
決
定
し
得
る
。

　
　

　
W
式
列
が
斜
里
愛
執
も
最
小
項
も
持
た
す
、
其
後
式
が
眞
な

　
く

る
最
小
式
で
あ
る
か
、
叉
は
単
式
が
循
な
る
最
小
式
（
鯛
へ
ば
一
1
1

トっ

j
で
あ
り
、
且
つ
前
野
の
一
つ
が
儒
な
る
最
小
式
で
あ
る
と
き



　
　
は
式
列
は
明
か
に
虞
で
あ
り
、
故
に
還
元
は
不
用
で
あ
る
。
斯
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
る
形
の
玉
壷
は
終
結
形
（
国
⇔
亀
○
§
）
を
も
っ
と
構
す
。

　
　
囁
携
、
式
列
は
自
由
攣
項
も
最
小
式
を
も
持
た
す
、
後
式
が
僑
な

　
　
る
最
小
式
で
あ
り
、
且
つ
前
式
の
い
つ
れ
も
傷
な
る
最
小
式
で

　
　
な
い
と
き
に
は
次
の
三
つ
の
場
合
が
分
け
ら
れ
る
．

　
　
．
恥
若
し
前
書
か
く
耐
§
な
ら
ば
、
こ
れ
の
後
に
ω
を
添
加
す

　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
す

　
　
る
。
但
し
筑
は
或
数
尊
崇
。
而
し
て
ノ
・
賛
個
）
は
除
去
す
る
か
、
叉

　
　
は
そ
の
ま
Σ
保
留
す
る
。

　
　
　
　

　
　
　
K
若
し
前
式
が
坦
卿
鵜
な
ら
ば
、
こ
れ
の
後
に
鱗
或
は
＄
を
添

　
　
　
く

　
　
加
す
る
。
雲
煙
鵜
は
除
去
す
る
か
、
r
叉
は
保
貿
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
X
若
し
前
言
が
冤
の
形
を
も
つ
と
き
は
、
後
睾
を
餌
で
お
き
か

　
　
　
く
　
　
お

　
　
へ
る
。
阻
は
除
去
す
る
か
、
叉
は
保
留
す
る
。

　
　
　
以
上
が
個
々
の
還
元
（
ヵ
Φ
含
蓬
。
コ
錺
9
葺
け
）
の
各
タ
イ
プ
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
拡
、
結
合
記
號
V
冨
⊃
を
含
ま
ぬ
式
列
に
鋤
す
る
三
元
の
規

　
セ
へ

　
　
則
（
H
囚
Φ
α
二
N
凶
Φ
浅
く
O
H
ω
O
一
冒
聾
鴨
け
）
と
は
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
式
列
が
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
限
回
の
選
元
（
①
か
ら
X
ま
で
）
に
依
っ
て
、
た
と
へ
如
何
に
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
元
の
過
程
の
う
ち
に
任
意
性
が
あ
ら
は
れ
よ
う
と
も
（
還
元
王
狙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く

　
　
恥
を
見
よ
）
、
常
に
聖
な
る
終
始
形
起
「
逡
元
さ
れ
る
」
（
お
2
鼠
？

　
　
く

槻
　
　
　
自
然
国
論
の
無
矛
盾
性
詮
嬰
承
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ

乱
筆
）
と
こ
ろ
の
規
則
で
あ
る
。
任
意
性
は
右
記
の
還
元
至
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く

　痔
此
外
に
は
な
く
、
如
何
な
る
総
譜
搾
を
な
す
か
は
其
都
度
一
定

（
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
規
期
で
決
定
さ
れ
る
。
例
へ
ば
α
の
簑
を
如
何
に
選
ぶ
と
か
、

ノ
．
鷲
（
鵡
）
を
除
去
す
る
か
否
か
と
か
。

　
　
　
セ
　
ヘ
　
へ

　
次
に
、
還
元
（
菊
O
餌
壷
N
…
①
目
O
P
）
の
概
念
の
設
明
を
輿
へ
る
。
先
づ

愛
項
を
持
た
ぬ
虞
な
る
藪
沢
の
還
元
に
就
て
。
攣
項
も
記
號
V

ヨ
⊃
を
も
含
ま
ぬ
式
列
に
と
っ
て
は
、
『
還
元
の
規
則
を
與
へ
得

る
こ
と
し
な
る
概
念
と
、
既
述
の
「
算
撫
の
操
作
（
ぎ
馨
。
宮
毒
撃

賓
私
選
肖
2
μ
）
に
依
る
眞
の
概
念
と
が
合
致
す
る
こ
と
を
示
さ
う
○

　
　
か
・
る
「
萸
な
る
」
式
年
は
次
の
規
則
に
依
っ
て
終
結
形
に

還
元
さ
れ
る
。
先
づ
そ
れ
に
含
ま
れ
る
項
を
其
の
数
値
で
お
き

か
へ
、
若
し
其
時
終
結
形
が
現
れ
ぬ
な
ら
ば
、
更
に
還
元
の
規
則

に
依
っ
て
式
列
を
よ
り
少
い
命
題
結
合
記
號
を
含
む
「
眞
な
る
」

式
列
へ
と
攣
形
し
て
行
く
。
こ
れ
は
常
に
可
能
で
あ
る
。
邸
ち
、

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ
ヘ
ノ

ド
Ψ
に
依
る
還
元
で
は
こ
の
要
求
は
明
か
に
充
さ
れ
る
。
田
K

（
、
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
（

　X
の
場
合
に
は
次
の
如
き
下
元
を
用
み
れ
ば
よ
い
。
即
ち
、
若
し

く
　
　
ヒゆ

斧
拐
の
形
の
儒
な
る
前
垂
が
あ
る
と
き
は
、
選
又
は
＄
が
儒
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
貿
簡
潔
を
鮮
叉
ば
購
で
お
ぎ
か
へ
れ
ば
よ

い
。
叉
、
秘
の
形
の
偏
な
る
前
賢
が
あ
る
と
き
は
、
概
を
除
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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折
μ
風
帆
瓠
凹
究
　
　
第
二
轡
淵
玉
十
六
耽
駕

後
式
を
製
で
お
き
か
へ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
右
記
の
い
つ
れ
の
遽
元
操
作
を
施
し
て
も
、
明
か
に
眞
な
る

式
列
が
生
じ
、
且
つ
そ
れ
の
含
む
命
題
結
合
記
號
は
滅
少
す
る
。

こ
の
操
作
を
有
限
図
繰
返
せ
ば
終
結
形
に
到
達
す
る
。

　
逆
に
、
還
元
規
則
の
輿
へ
ら
れ
九
式
列
で
、
し
か
も
愛
項
を
含

ま
ぬ
式
殉
が
、
眞
で
あ
る
こ
と
は
、
右
に
蓮
べ
た
還
元
操
作
に
依

っ
て
は
鶴
な
る
式
刻
は
常
に
低
な
る
同
列
に
移
行
す
る
こ
と
（
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

れ
は
簡
輩
に
謹
明
さ
れ
る
）
、
及
び
還
元
W
に
て
は
還
元
に
依
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

て
生
す
る
三
四
が
俗
な
る
如
く
に
魁
叉
は
鉛
、
を
選
回
し
得
る
こ

と
か
ら
明
白
で
あ
る
。

甑　
場
上
の
考
へ
は
、
考
察
さ
れ
る
式
列
が
有
両
個
の
数
に
の
み
驕

回
す
る
V
記
號
を
持
つ
場
合
に
、
三
軍
に
移
す
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
こ
の
場
合
に
は
V
は
＆
と
同
様
に
扱
へ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

｛
然
し
鋤
象
領
域
が
無
限
の
と
き
は
、
し
か
く
簡
躍
に
は
す
ま
さ

れ
な
く
な
る
。
か
診
る
領
域
に
調
て
は
凡
て
の
式
が
必
ず
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ヘ
ノ
　

決
定
可
能
と
は
限
ら
ぬ
か
ら
、
還
元
傭
磁
α
に
当
て
愛
彩
さ
れ
る

前
式
そ
の
も
の
を
留
保
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

　
鯛
。
…
、
フ
ェ
ル
マ
ー
の
大
定
理
は
眞
で
あ
る
か
或
は
貫
で
な
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
八

に
還
元
を
施
す
。
右
の
命
題
を
形
式
化
す
る
と

　
　
　
↓
ぶ
瓜
く
聴
ざ
・
く
壱
・
＜
風
（
軍
V
斡
曾
聴
五
十
」
崇
目
隈
）
〕

　
　
　
陣
〔
M
『
＜
栂
ぎ
、
♂
N
O
ぐ
【
」
㌔
（
写
〉
い
欝
達
ド
＋
』
ト
轄
塾
）
〕
｝

　
　
　
　
　

先
づ
還
元
V
に
依
り

　
　
　
　
く

　
　
　
〔
イ
タ
渥
貿
婁
叫
（
㌃
〉
い
卿
集
＋
㌧
μ
書
）
〕

　
　
　
身
謡
く
ヒ
讐
ぐ
輌
く
『
（
竃
〉
い
陣
耗
N
＋
、
桑
穫
塾
）
）
↓
目
擁
い

　
　
　
　
　

次
に
還
元
K
を
ご
阿
適
用
し
て

　
　
　
　
く

　
　
　
摂
く
弩
譲
・
＜
⇔
＜
『
（
T
＞
恥
即
峯
＋
」
養
時
き
・
下
y

　
　
　
謡
ノ
『
毎
♂
望
ぐ
Q
＜
隈
（
黛
V
b
卿
聴
讐
十
．
寒
”
摯
）
↓
h
嚢
』

　
　
　
　
　

更
に
還
元
X
を
用
み
て

　
　
　
　
く

　
　
　
圃
く
Q
ぎ
・
く
恥
く
三
（
掌
V
⇔
卿
嚢
、
＋
壌
n
弦
ト
）
　

　
　
　
　
ξ
ズ
選
さ
・
く
Q
く
ミ
（
篭
V
鱒
鱒
弩
写
十
、
マ
俵
艦
ト
）

こ
の
論
理
的
基
本
式
列
は
後
に
蓮
べ
る
還
元
規
則
に
依
っ
て
終

訟
帽
形
に
か
へ
ら
れ
る
σ

　
次
に
、
記
號
V
一
つ
の
排
除
（
既
蓮
）
に
依
り
既
に
門
形
さ
れ

た
導
來
に
含
ま
れ
る
凡
て
の
式
列
に
封
し
て
還
元
規
鄭
が
與
へ

ら
れ
得
る
こ
と
を
讃
明
し
よ
う
。
若
し
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
な

ら
ば
無
矛
盾
性
謹
明
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
若

し
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↓
製
織
尼
｛
　
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
：
…
…
…
（
困
）

の
形
の
単
列
が
導
來
さ
れ
る
な
ら
ば
＆
排
除
に
依
り

　
　
　
ξ
雲
　
…
…
：
…
：
…
・
：
…
…
…
…
…
…
・
：
：
…
…
…
（
塾
っ
）

②
か
ら
梼
紫
黒
換
で
・

　
　
　
理
事
い
↓
堰
　
…
…
…
…
　
・
：
…
…
…
…
…
　
　
：
…
・
：
へ
⇔
）

ま
た
ω
か
ら
排
＆
除
で

　
　
　
　
　
」
↓
勝
｛
　
し
：
…
・
…
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：
・
・
…
：
（
ト
）

④
か
ら
構
造
心
魂
で

　
　
　
鳶
謎
Q
↓
長
　
…
…
…
　
　
　
　
　
　
　
・
…
（
U
）

個
㈲
、
か
ら
否
定
の
推
理
法
則
を
用
み
て

　
　
　
　
　
　
↓
刈
鳶
匪
い
　
　
…
…
…
：
：
・
：
…
：
…
：
…
：
…
・
・
（
Φ
）

㈲
か
ら
二
重
否
定
の
排
除
に
依
り

　
　
　
　
　
　
↓
肖
誓
い
　
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
－
・
（
“
）

．
⑦
は
も
は
や
還
元
の
規
則
を
も
た
ぬ
。
し
か
も
終
結
形
を
も
つ

て
み
な
い
。
蓋
し
一
n
に
は
償
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
還
元

規
則
が
與
へ
ら
れ
得
る
な
ら
ば
其
艦
系
か
ら
は
⑦
の
如
き
二
型

は
警
官
さ
れ
得
す
、
從
っ
て
其
の
無
矛
盾
性
が
保
謹
さ
れ
る
。

　
議
論
を
還
元
規
則
の
闘
題
へ
，
も
ど
す
。

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
先
づ
数
學
的
基
本
選
書
に
謝
し
て
は
其
の
還
元
規
則
が
與
へ

　
　
　
　
　
貞
然
歎
論
の
無
矛
瓜
性
詮
明
（
承
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　

ら
れ
、
し
か
も
還
元
鵬
K
X
に
於
て
は
慶
形
さ
れ
る
蘭
式
が
除

　
　
　
　
　
　
　
　
く
ア
く
く

去
さ
れ
得
る
と
假
定
す
る
。
斯
か
る
還
元
規
則
は
凡
て
の
遽
常
の

撒
論
的
公
理
に
生
し
て
は
容
易
に
與
へ
得
る
。
先
づ
記
號
つ
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
記
號
，
を
用
み
て
排
除
し
、
次
に
還
元
堅
に
依
っ
て
V
記
號
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

除
き
、
そ
れ
に
鱗
す
る
攣
項
を
任
意
の
古
記
號
で
お
き
か
へ
る
」

夏
に
還
元
轍
で
蓮
べ
た
と
詞
様
な
操
作
を
施
す
と
、
明
か
に
そ

れ
か
ら
生
す
る
式
は
「
眞
」
で
あ
る
。

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
論
理
的
基
本
式
列
の
還
元
規
則
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刻
類
↓
雲
。
か
鼎
ハ
へ
・
ら
れ
た
と
す
る
。
先
づ
還
元
～
に
依
・
り
自
・
田
織
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

項
を
任
意
の
撒
記
號
で
置
換
し
、
蓬
元
豆
を
用
み
て
最
小
項
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

其
値
で
お
き
か
へ
る
。
こ
の
繰
作
を
最
小
項
が
無
く
な
る
ま
で

繰
返
す
。
噺
く
し
て
得
ら
れ
た
式
列
を
賃
．
一
．
餓
、
と
す
る
。
次
に
後

　
　
　
　
　
　
　
　

式
騨
に
還
元
H
難
ド
を
適
用
し
て
最
後
に
後
式
が
聡
の
形
、
或

　
　
　
　
　
r
、
（
r
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ウ
モ
ク

は
最
小
式
と
な
る
ま
で
還
元
す
る
。
還
元
配
ド
に
於
て
代
入
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く

れ
る
撒
値
は
任
意
で
よ
い
。
斯
く
て
通
式
が
眞
な
る
最
小
式
と

な
れ
ば
還
元
は
完
成
す
。
併
し
若
し
型
式
が
儒
な
る
最
小
式
と

　
　
　
　
　
ラ
ラ
　

な
れ
ば
、
還
元
田
適
正
を
前
式
鯵
に
施
す
。
そ
し
て
後
式
に
封
ず

　
　
　
　
　
く
ノ
し
く

る
ど
金
く
岡
じ
愛
化
を
與
へ
る
。
故
に
代
入
さ
れ
る
撒
荘
も
後

式
の
そ
れ
と
岡
一
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
と
き
は
旧
式
は
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
　
　
　
　
’
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哲
畢
研
究
旨
　
雄
甥
二
百
薫
十
山
ハ
號

式
と
同
一
の
愚
な
る
最
小
式
と
な
り
γ
斯
く
て
終
結
形
に
到
達

す
る
。
次
に
若
し
後
式
が
槍
な
び
ば

　
　
　
雲
＊
一
歪
む
D
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　

に
還
元
V
を
施
し
て

　
　
　
く

　
　
　
鳥
類
。
っ
↓
H
襲
い

前
払
騨
に
還
元
を
與
へ
．

　
　
　
お
為
↓
孤
塁
ω

　
　
　

還
元
X
に
依
り

　
　
（

　
　
　
こ
つ
↓
る
っ

鋭
は
騨
よ
り
も
命
題
結
合
記
號
を
少
く
含
む
か
ら
、
右
の
操
作
を

績
け
る
ど
き
は
、
還
元
が
有
隈
回
で
完
了
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ

る
。

　
扮
、
以
下
の
所
論
に
於
て
屡
々
用
ゐ
ら
れ
る
式
効
に
就
て
還
元

“
ぜ
鰍
ハ
へ
よ
・
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
雲
脅
醗
一
．
鐸
還
元
1
E
を
適
用
し
て
雲
＊
卿
梯
＊
，
・
袈
申
3
こ
れ
は
論
理

　
　
　
　
　
　
　
く
く

的
墓
本
式
列
塁
い
知
虜
＊
↓
ψ
楢
＊
勲
嬢
．
の
還
元
の
中
途
罵
現
れ
る
。
前
を

見
よ
。

　
ゆ
斧
紹
↓
廓
に
就
て
も
隅
様
。

ノ
き
￥
・
§
も
還
元
D
の
に
依
り
（
ノ
き
）
）
＊
ム
（
棒
）
V
・
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

る
G
．
と
こ
ろ
で
競
式
列
は
纂
本
式
列
？
・
藁
鱈
）
）
＊
，
人
調
謬
）
）
＊
の

還
元
の
途
中
に
出
現
す
る
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
蓼
悌
↓
ψ
茅
鐸
還
元
亙
藍
に
依
り
如
｛
＊
蓼
。
，
も
｛
＊
脅
螺
阜
還
元
智
に
依

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

っ
て
譲
＊
蓼
＊
専
観
諮
叉
は
察
・
嬢
㌍
↓
悌
寧
を
得
る
り
以
下
の
還
元
は

論
理
的
墓
．
本
式
列
、
累
小
…
姐
【
㌦
、
3
＊
↓
鰺
＊
の
そ
れ
と
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
如
〔
㍉
姐
丁
．
冒
い
は
蓬
元
1
H
に
依
り
窯
・
藁
＊
！
．
冒
9
還
元
X
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
く

依
っ
て
擦
1
．
ψ
欝
こ
れ
は
論
理
的
基
本
式
列
で
あ
る
。

　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
コ
ウ
　

　
唖
曇
↓
ゆ
〔
・
還
元
i
狂
に
依
っ
て
M
刈
擦
↓
擦
・
蛤
に
還
元
を
輿
へ

　
　
　
　
　
　
ぐ
へ
く

て
虞
な
ろ
最
小
式
と
な
れ
ば
終
結
形
と
な
る
。
若
し
η
、
の
形
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ウ
ら

れ
ば
還
元
V
に
依
り
、
鷲
．
畏
い
袖
！
・
州
壕
p
こ
れ
か
ら
還
元
X
を
用
ゐ

　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

て
鳶
っ
↓
、
雲
＊
・
夏
に
逡
元
X
を
癒
適
し
て
め
・
竣
、
甲
一
桝
『
・
⇔
・
叩
に
還
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
く

を
施
す
と
此
式
列
は
・
。
・
．
・
。
，
・
守
や
こ
の
式
姻
は
既
に
蓮
べ
た
。

更
に
若
し
後
弓
が
煽
な
る
最
小
式
と
な
る
と
き
は
、
圃
圃
零
C
．
寮
に

　
　
ロ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

還
元
X
を
施
し
て
↓
唖
犠
・
之
に
還
元
X
を
適
用
し
て
ぬ
（
中
ド
．
H
u
ド

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
ト

こ
れ
か
ら
構
造
攣
換
を
用
み
て
類
ウ
一
．
如
〔
＊
↓
写
ド
こ
の
式
列
は
前

出
。　

以
上
で
式
列
に
饗
す
る
還
元
が
與
へ
ら
れ
た
。



　
　
　
任
意
の
導
來
さ
れ
た
下
下
を
還
元
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
式

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
列
を
含
ん
だ
全
罷
の
導
來
に
於
て
當
該
式
列
に
摩
し
て
還
元
の

　
　
仕
方
を
規
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
先
づ
導
來
の
概
念

　
　
を
少
し
く
獲
質
し
て
お
く
。

　
　
　
導
來
の
概
念
の
蝋
様
。
既
蓮
の
定
義
と
相
異
な
う
と
こ
ろ
は

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
　
導
來
の
終
結
式
列
（
団
p
勢
0
2
0
】
§
）
（
鶉
豆
の
最
後
に
出
て
象
る

　
　
式
列
、
換
言
す
れ
ば
導
來
に
依
っ
て
潔
繹
さ
れ
る
式
列
で
あ
る
）

　
　
が
薗
式
を
含
ん
で
も
よ
い
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や

　
　
V
匠
⊃
が
含
ま
れ
て
み
な
い
。
更
に
導
來
の
各
式
列
は
た
か
だ

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
　
か
一
個
の
式
列
の
導
翫
（
推
．
理
法
期
を
層
み
て
の
）
に
使
用
さ
れ

　
　
る
G

　
　
　
蕉
定
義
の
導
來
を
岡
…
の
終
結
猛
襲
を
持
つ
右
述
の
新
定
義

　
　
の
心
志
に
愛
へ
る
に
は
、
後
方
か
ら
漸
次
に
多
数
回
使
用
さ
れ
て

　
　
み
る
弍
列
を
も
の
都
度
そ
れ
の
導
來
の
九
め
に
罵
る
ら
れ
る
式

　
　
列
と
共
に
書
き
あ
げ
れ
ば
よ
い
。

　
　
　
撒
學
的
基
本
式
列
は
既
述
の
そ
れ
に
起
す
る
還
元
規
則
の
要

　
　
求
を
満
足
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
夏
に
数
墨
的
墓
木
式
列
か
ら
還

　
　
元
に
依
り
導
串
さ
れ
た
燈
船
を
も
数
學
悪
難
本
式
列
と
し
て
許
・

　
　
す
こ
と
に
す
る
。

削
．
　
　
　
画
然
数
論
の
鯉
茅
矯
性
謹
明
（
承
前
）

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
げ
へ

　
論
理
的
基
本
雲
列
と
し
て
は
2
↓
醤
蝦
伽
配
こ
押
・
。
斧
戯
↓
タ
鉾

悌
↓
外
湯
鉾
護
謬
）
↓
碁
y
ゆ
〔
・
ゑ
↓
守
⇔
・
唖
M
雲
↓
雲
の
形
セ
も
つ
任

意
の
式
剣
．
、
及
び
此
等
か
ら
還
元
を
用
み
て
導
轟
さ
れ
る
式
到

を
か
ぞ
へ
る
。
（
こ
れ
ら
は
凡
て
還
元
に
依
っ
て
奮
定
義
の
論
理

的
基
本
式
列
に
騙
署
さ
せ
ら
れ
る
。
荊
歯
。
）

　
蕎
定
義
の
構
澄
愛
翫
は
も
は
や
許
さ
れ
な
い
。

　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
も

　
推
理
法
期
と
し
て
は
次
の
四
筒
が
あ
る
。
そ
の
適
周
に
依
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

て
導
出
さ
れ
た
式
剰
を
欝
結
（
団
磯
○
で
臥
愚
、
そ
れ
か
ら
館
結
の
幽

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

て
躍
る
式
列
を
蘭
提
（
℃
蝕
H
ぼ
珍
O
）
と
睡
、
ぶ
。

　
先
づ
「
V
導
入
」
及
び
｝
、
発
全
灘
納
法
」
が
あ
る
。
但
し
前
提
が

α
以
外
に
虜
・
堺
愛
項
を
含
ま
ぬ
場
合
に
は
、
α
を
含
ま
ぬ
式
列
に

最
小
項
の
値
を
代
入
し
た
も
の
を
も
V
導
入
或
は
完
金
露
納
法

と
し
て
離
め
る
。
但
害
の
特
殊
の
場
合
と
は
強
ち

　
　
拳
一
、
－
・
ズ
p
）
か
ら
｝
、
申
い
－
A
ノ
、
鷺
ε
〕
ウ
早
を
得
る
凱

及
び

　
コ
、
＊
窯
叫
（
こ
〕
＊
及
び
る
y
レ
↓
叩
（
員
十
回
）
か
ら
一
、
瀞
レ
＊
↓
ρ
昼
）
〕
＊

を
得
る
し
で
あ
る
。
藪
に
＊
を
附
け
た
式
は
最
小
式
に
数
値
を
代

入
し
て
計
算
し
た
式
で
あ
る
。

　
第
三
の
推
理
法
則
と
し
工
、
⊃
導
入
」
が
あ
る
。
麟
ち
　
　
「
，
一
、
曽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
…



鯵
　
　
　
舜
學
饗
第
青
五
＋
六
號

　
　
恐
丁
．
阿
麺
い
か
ら
固
、
↓
刈
旨
を
得
る
。
」

　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
最
後
に
連
鎖
推
理
法
則
へ
囚
象
①
量
。
誓
差
）
。
　
任
意
の
形
の

　
　
三
野
の
一
系
列
（
少
く
と
も
一
式
列
を
含
む
）
か
ら
次
の
形
の
式

　
　
列
が
出
て
重
る
。
蔀
ち
、
錦
結
の
後
置
は
系
列
に
観
す
る
或
式
列

　
　
の
後
式
で
あ
る
。
若
し
循
な
る
最
小
式
の
と
き
は
、
或
他
の
鶴
な

　
　
る
最
小
式
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
懸
樋
の
前
式
と
し
て
は
、
そ
こ
か

　
　
ら
後
式
が
採
っ
て
來
ら
れ
た
式
朗
の
前
式
、
及
び
系
列
に
於
て
こ

　
　
の
式
列
に
先
行
す
る
式
刺
の
違
式
の
す
べ
て
を
か
ぞ
へ
る
。
但

　
　
し
周
一
の
式
が
現
れ
る
と
き
は
一
個
を
残
し
て
他
は
取
り
去
る
。

　
　
而
し
て
、
或
式
量
の
前
式
が
こ
の
式
列
に
先
行
す
る
式
蛎
の
翻
意

　
　
と
二
一
な
る
と
き
は
そ
の
前
式
を
除
去
す
る
。
ま
た
締
結
の
前

　
　
式
に
は
任
意
の
式
を
添
加
し
て
も
よ
い
。
最
後
に
、
飾
結
の
束
縛

　
　
織
久
項
は
他
の
束
緯
綿
製
項
で
お
出
ψ
か
へ
得
る
。

　
　
　
鍬
、
連
鎖
椎
理
法
鋼
に
依
っ
て
霧
定
義
の
関
野
（
勿
論
還
元
に

　
　
依
っ
て
V
護
⊃
は
除
去
さ
れ
て
る
る
）
を
終
結
式
楽
を
愛
化
す
る

　
　
こ
と
な
く
し
て
新
定
義
の
導
來
に
憂
へ
る
こ
と
が
鐵
潤
る
。
邸

　
　
ち
、
構
造
痩
換
は
す
べ
て
蓮
鎖
推
理
法
則
の
特
殊
の
場
合
で
あ

　
　
る
。
ま
た
導
來
の
新
定
義
の
際
に
排
除
さ
れ
た
推
理
法
則
は
す

　
　
べ
て
蓮
鎖
推
理
法
則
と
新
し
く
導
入
し
た
塞
本
式
列
に
依
っ
て

九
二

導
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
，
例
へ
ば
「
＆
導
入
。
」
一
．
こ
殺
及
び
レ
む
雛

、
及
び
ゅ
〔
黎
一
、
ゆ
斧
召
（
論
理
的
基
本
式
列
）
か
ら
連
鎖
推
理
法
則
を
用

み
て
一
、
・
レ
↓
ゆ
犀
湧
を
得
る
。
他
の
場
合
も
同
襟
。
故
に
新
し
い
定

義
の
導
來
は
蕉
定
義
の
導
來
よ
り
は
叡
果
の
及
ぶ
範
園
に
於
て

は
独
小
で
は
な
い
。
從
っ
て
新
定
義
の
導
來
に
醸
し
て
の
み
還

元
を
考
へ
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
あ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
連
鎖
推
理
法
則
は
眞
な
る
推
論
を
形
式
化
し
た
も
の
に
過
ぎ

な
い
。
こ
の
蓮
鎮
推
理
法
鋼
に
依
っ
て
多
く
の
推
論
の
葬
9
¢
圃
午

書
α
興
が
ま
と
め
ら
れ
て
窯
。
σ
三
等
甕
地
黒
キ
｝
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
以
上
で
準
備
を
終
り
、
導
來
の
還
元
に
就
て
蓮
べ
よ
う
。
先
づ

導
來
に
饗
し
て
還
元
の
概
念
を
定
義
し
、
次
に
こ
の
還
元
に
依

っ
て
導
東
が
同
じ
く
導
來
に
愛
は
・
σ
こ
と
、
蒲
し
て
終
結
式
列

は
次
の
如
く
に
騨
（
形
さ
れ
る
こ
と
を
謹
明
し
よ
う
。
　
　
「
自
由

痩
項
は
任
意
の
撒
記
號
で
お
き
か
へ
る
。
最
小
項
は
そ
の
撒
値

で
お
き
か
へ
る
。
更
に
こ
の
式
剰
に
卸
し
て
は
既
述
の
式
列
の

　
　
ラ
ヘ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
コ
ラ
ヘ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
ヘ
　
　
へ

還
元
羅
R
￥
及
び
糊
K
X
の
い
つ
れ
か
を
た
か
だ
か
一
回
施
す
。
」

　
　
（
、
（
（

　
　
　
　
　
　
　
一
，
（
r
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ヘ
ラ
コ
ラ
　
ぐ

　
導
來
の
還
元
の
仕
方
．
は
、
終
結
式
姻
が
式
列
の
還
元
－
研
R
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
（

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

際
に
趨
る
選
澤
の
昌
由
性
を
も
つ
場
合
を
除
け
ば
、
一
義
的
に
き

ま
る
。
但
し
こ
の
譲
受
が
「
度
び
行
は
れ
る
と
き
は
還
元
の
仕
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方
は
一
義
的
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
へ

　
　
導
來
の
終
結
式
列
が
還
元
可
に
依
っ
て
終
結
形
を
持
つ
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
は
、
導
來
に
謝
す
る
還
元
は
不
用
で
あ
る
か
ら
、
以
下
に
於
て
は

　
終
結
色
鯉
が
終
結
形
を
黒
土
ぬ
場
合
に
の
み
考
察
す
る
。
還
元

　
は
次
の
如
く
瞬
納
的
（
邑
（
霞
馨
）
に
定
護
す
る
。

　
　
導
來
の
終
結
式
剣
が
基
本
式
量
の
場
合
に
は
既
蓮
の
還
元
規

　
則
一
（
前
節
を
見
よ
）
に
依
っ
て
還
元
を
施
す
。
し
か
も
自
由
頂
戴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
り
し
ウ
う
ラ
　
　
　
　
　
ラ

　
及
び
項
に
鋤
す
る
置
換
を
行
ひ
、
更
に
夫
に
還
元
轍
倒
σ
及
び
M

　
ウ
　

　
K
X
の
う
ち
唯
一
個
の
み
を
施
す
、
然
る
と
き
は
弱
含
の
導
來
還

　
く
く

　
元
に
封
ず
る
要
求
は
明
か
に
す
べ
て
満
足
さ
れ
る
。

　
　
次
は
導
來
の
終
結
式
列
が
推
理
満
期
の
痙
用
の
蹄
結
と
す
る
。

　
而
し
て
前
提
の
導
來
に
照
し
て
は
既
に
還
元
の
概
念
が
定
義
さ

　
れ
、
且
つ
此
還
元
は
還
元
に
謝
す
る
上
蓮
の
要
求
が
満
足
さ
れ
て

み
る
と
假
定
す
る
。
然
る
と
き
は
導
來
の
全
艦
に
封
し
て
還
元

を
定
め
る
た
め
に
次
の
露
営
の
準
備
工
作
（
自
虜
憂
項
及
び
最
小

　
項
の
置
換
）
を
す
る
。
　
　
先
づ
終
結
式
剰
の
自
由
愛
項
を
紐
意
，

の
数
記
號
で
お
き
か
N
、
且
つ
導
來
の
全
般
に
亙
り
此
礎
項
を
同

　
一
の
鍬
血
書
で
お
啓
か
へ
る
。
他
の
自
由
攣
項
は
一
で
お
き
か
へ

　
る
。
但
し
V
導
入
及
び
完
全
蹄
納
法
に
あ
ら
は
れ
る
特
別
の
虜
由

・
　
　
　
　
　
白
然
数
論
の
無
矛
盾
盤
議
明
（
承
飾
）

愛
項
α
、
即
ち
前
提
7
．
ズ
自
）
及
び
噸
（
ρ
レ
↓
誉
＋
H
）
及
び
此
式
列

　
ヘ
　
へ

の
導
來
に
馬
す
る
凡
て
の
腰
紐
に
於
て
は
α
は
置
換
す
べ
か
ら

す
。
次
に
、
即
製
に
現
れ
る
最
小
項
を
凡
て
其
撒
値
で
お
き
か
へ

る
。
但
し
V
導
入
及
び
完
全
蹄
納
法
の
愛
項
α
を
含
む
前
提
及

び
こ
れ
の
導
來
に
鳩
す
る
凡
て
の
式
鋼
で
は
置
換
す
べ
か
ら
す
。

　
導
來
に
こ
の
項
置
換
を
行
っ
た
結
果
は
、
V
導
入
及
び
完
全
蹄

納
法
に
就
て
の
既
蓮
の
但
書
に
依
っ
て
、
依
然
乏
し
て
V
導
入
で

あ
り
、
完
全
聴
納
法
で
あ
り
、
斯
く
て
導
來
は
依
然
と
し
て
導
來

と
な
る
。

　
ま
た
上
記
の
自
由
攣
項
の
置
換
に
依
り
訟
訴
が
矢
張
の
三
三

と
な
る
理
由
は
、
第
一
に
V
導
入
及
び
完
全
館
．
納
法
に
現
れ
る
α

に
饗
す
る
條
件
（
α
が
r
△
ω
⑦
に
含
ま
れ
ぬ
こ
と
）
、
第
二
に
導

爆
の
葬
式
列
は
た
か
だ
か
一
堂
の
推
理
法
則
の
適
用
の
前
提
と

し
て
の
み
用
ゐ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
個
の
事
蜜
に
依

っ
て
置
換
さ
れ
る
礎
項
と
然
ら
ざ
る
縫
項
と
を
発
寒
に
分
離
し

得
る
こ
と
に
な
り
，
斯
く
し
て
推
理
法
期
の
適
用
の
場
合
に
誤

謬
が
趨
り
得
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
塾
備
の
後
、
導
來
に
遇
し
て
還
元
の
仕
方
を
次
の
規

週
に
依
っ
て
定
義
す
る
。
　
　
（
若
し
終
結
零
点
が
終
結
形
に
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
強
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折
込
…
鵠
榊
慨
…
究
　
　
麓
謝
二
百
回
五
十
山
ハ
號

す
幽
ば
還
元
は
完
了
す
る
。
）
第
ご
に
、
導
來
の
終
結
式
列
が
V

導
入
或
は
・
導
入
の
飾
結
で
あ
る
場
合
に
は
、
ユ
、
の
饒
結
を
省

略
し
て
繭
提
を
新
た
に
終
結
式
列
と
す
る
。
爾
ほ
、
V
導
入
の
場

合
に
は
其
前
提
の
全
薫
製
に
於
て
自
由
愛
項
α
を
任
意
の
撒
記
・

號
で
、
最
小
項
を
そ
れ
の
撒
値
で
お
ぎ
か
へ
る
。

　
以
上
の
，
操
作
に
依
る
も
導
來
は
矢
張
り
導
來
の
條
件
を
保
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
、
且
つ
其
の
終
結
式
剣
は
還
元
斑
V
の
い
つ
れ
か
｝
つ
に
依
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
＼

還
元
さ
れ
る
。

、
終
結
細
鱗
が
卸
金
蹄
納
法
の
錦
結
で
あ
る
鹿
島
に
際
し
て
は
、

項
t
の
撒
値
が
歎
記
號
u
で
あ
た
へ
ら
れ
、
且
つ
筑
が
一
に
等
し

く
な
い
時
に
は
、
〒
H
に
等
し
い
撒
を
蹴
で
表
す
、
荊
提
る
y

㌣
・
誉
士
）
の
導
來
に
於
て
自
由
愛
息
α
を
瀬
次
に
藪
記
號
1
2

…
…
塒
で
置
換
し
、
そ
の
た
め
に
生
じ
た
最
小
項
に
そ
れ
の
数
値

を
代
入
す
る
。
か
だ
・
し
て
導
患
さ
れ
た
序
列
り
↓
硝
（
H
）
〕
＊
及
び

〔矧

i
ご
）
中
出
与
↓
〔
る
）
）
＊
三
…
・
〔
噸
（
＝
）
∀
腎
”
7
Y
〔
矧
（
δ
〕
＊
か
ら
蓮
鎖
推
理
を

用
み
て
全
書
來
の
終
結
式
列
H
、
・
レ
，
寺
（
引
（
己
｝
＊
を
得
る
、
＊
記
號
は

最
小
項
の
置
換
に
依
っ
て
生
じ
た
攣
化
を
示
す
、
既
蓮
の
準
備
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
ヘ
　
　
へ

な
項
の
置
換
と
今
叫
べ
丸
置
換
の
爲
に
す
べ
て
の
最
小
項
は
除

去
さ
れ
て
、
表
示
一
は
同
一
と
な
る
。
H
が
一
に
等
し
い
と
き
は

九
四
、

α
に
一
を
代
入
し
て
男
↓
〔
各
）
）
＊
及
び
（
誉
）
）
＊
レ
ー
．
〔
啓
）
）
．
．
．
か
ら

連
鎖
推
理
を
用
み
て
繍
結
「
う
↓
〔
誉
）
〕
＊
を
得
る
。
明
か
に
以
上

の
導
來
還
元
は
既
蓮
の
そ
れ
に
封
ず
る
條
件
を
満
足
し
て
み
る
。

　
最
後
に
、
導
來
の
終
結
式
列
が
連
鎖
推
理
法
則
の
鰭
結
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

揚
合
を
論
ず
る
。
主
前
提
（
因
簿
弓
暮
善
凱
。
。
ω
Φ
）
と
は
そ
れ
の
後
式

が
終
結
式
列
の
後
式
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
．
終
結
式
列
の
後
式

が
儒
な
る
最
小
式
な
ら
ば
、
最
初
に
礪
な
る
最
小
式
を
後
式
と
し

て
持
っ
て
現
れ
る
前
提
を
主
前
提
と
す
る
。
終
結
式
列
の
或
雨

式
が
前
提
か
ら
探
ら
れ
て
み
な
い
と
き
ば
新
し
く
添
加
さ
れ
た

と
考
へ
る
。

　
劔
噛
主
前
提
は
終
結
形
を
持
た
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
若
し
終
結
形

を
持
つ
と
す
る
と
、
終
結
式
列
が
終
結
形
を
あ
っ
こ
と
と
な
り

巳
く
壁
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
主
前
提
に
還
元
の
仕
方
を
き

め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
四
個
の
場
合
を
分
け
て
取
扱
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ラ
ヘ
ク
ヘ
ノ

　
プ
導
來
の
還
元
に
際
し
て
主
前
提
が
醒
∬
V
の
い
つ
れ
か
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
く

一
つ
の
還
元
を
適
用
さ
れ
る
場
合
、
（
師
ち
還
元
が
式
列
の
後
式

に
行
は
れ
る
帳
合
に
は
、
終
結
式
列
に
も
嗣
じ
黒
駁
還
元
を
施

し
、
「
選
揮
」
は
任
意
と
す
ろ
。
次
に
主
前
提
の
導
來
に
導
來
還

元
を
施
す
。
「
選
鐸
」
は
今
述
べ
た
選
鐸
と
同
一
に
す
る
。
以
上
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の
操
作
に
依
り
主
前
提
及
び
終
結
式
列
の
後
式
は
再
び
同
蝋
と

．
な
り
、
連
鎖
推
理
は
依
然
と
し
て
連
鎖
推
理
と
な
る
。
期
く
し
て

こ
の
場
合
の
逡
元
は
終
了
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ロ
ラ

　
2
。
　
導
來
の
逡
元
に
際
し
て
主
前
提
の
還
元
姐
K
X
の
い
つ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
く
く

か
が
施
さ
れ
、
還
元
の
行
は
れ
た
當
の
壁
式
が
終
結
式
列
の
前
耀

と
し
て
探
用
さ
れ
る
場
合
、
或
は
同
一
の
式
が
既
に
終
結
式
列
の

制
式
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
み
る
と
の
理
由
で
省
略
さ
れ
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
う

に
は
、
主
前
提
の
導
來
に
還
尤
鵬
K
X
の
い
つ
れ
か
一
個
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ぐ
や
ぐ
た

ひ
，
而
し
て
連
鎖
推
理
が
再
び
連
鎖
推
理
と
な
る
た
め
に
、
終
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ウ

式
列
に
適
當
な
式
列
還
元
田
K
X
を
施
す
。
師
ち
若
し
當
の
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
く

式
が
終
結
式
列
に
探
用
さ
れ
る
と
き
は
、
こ
の
終
結
式
列
に
全
く
・

同
じ
式
列
還
元
を
行
ひ
、
若
し
當
の
前
式
が
先
行
す
る
も
の
と
合

致
す
る
た
め
に
除
去
さ
れ
る
と
き
は
そ
の
先
行
す
る
も
の
へ
同

じ
還
元
を
施
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
く
ウ

ぽ
導
來
の
還
元
に
際
し
主
前
提
。
．
、
．
・
。
に
還
元
醐
依
α
の
い
つ

れ
か
一
つ
が
行
は
れ
、
そ
の
當
の
前
式
（
△
に
含
ま
れ
る
）
が
式

列
の
系
列
に
於
て
先
行
す
る
前
提
弓
↓
ろ
ヨ
の
後
式
と
一
致
す
る
と

の
理
由
の
た
め
に
漕
去
さ
れ
て
、
全
情
事
の
館
結
の
講
式
に
這
入

っ
て
來
な
い
。
乏
し
て
此
前
提
弓
1
．
悌
は
導
來
の
還
元
の
際
に
還

　
　
　
　
　
廻
漕
数
論
の
無
矛
盾
性
讃
朋
（
承
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ツ
　
　

元
さ
れ
る
と
す
る
。
然
る
と
き
は
必
ず
還
元
狙
膵
7
の
い
つ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
く

に
依
り
無
形
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
黙
は
最
小
式
で
な
い
か
ら

だ
。
（
全
導
來
の
終
結
式
列
を
⑤
↓
δ
と
す
る
。
磐
が
く
鉱
（
Ω
y
舞
鐸

破
の
い
つ
れ
か
の
形
を
持
つ
に
立
っ
て
三
つ
の
場
合
に
分
け
て

考
察
す
る
。
先
づ
難
が
譲
蕎
）
の
形
を
も
つ
と
き
は
、
主
前
提
は

　
　
　

還
元
剛
を
受
け
、
前
式
①
が
添
加
さ
れ
、
ノ
嵐
（
鋤
）
は
保
留
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
又
は
濡
去
さ
れ
る
。
そ
れ
に
調
澄
し
て
前
提
一
、
↓
壌
は
獄
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
と

依
っ
て
轡
形
さ
れ
、
且
つ
同
「
の
荘
を
選
ん
で
剛
、
玄
（
こ
と
す
る
。

此
庭
で
三
個
の
連
鎖
推
理
を
作
る
。
第
一
の
も
の
は
も
と
の
蓮

鎭
推
理
の
前
挑
に
去
て
一
、
…
・
く
％
（
斜
）
の
代
り
に
回
、
玄
（
δ
を
置
い

た
も
の
で
、
蹄
結
と
し
て
①
↓
剛
（
δ
が
豊
漁
さ
れ
る
。
第
二
の
も

の
は
、
も
と
の
蓮
鎭
推
理
の
前
提
に
於
て
レ
ー
．
ゐ
。
の
代
り
に
還
元

ク田
に
依
っ
て
之
か
ら
還
元
さ
れ
た
昼
ソ
レ
＊
↓
セ
。
を
お
き
、
蹄
結
と

くし
て
①
・
叩
（
こ
↓
の
を
得
る
。
第
三
の
蓮
鎮
推
理
は
、
①
↓
一
（
＝
）
及

、
び
⑦
凱
（
己
一
．
⑱
か
ら
㊤
↓
θ
が
背
丈
さ
れ
る
。
か
く
し
て
導
來
は

還
元
に
依
っ
て
矢
張
り
導
來
と
な
る
。

　
磐
が
紛
斧
β
曇
の
形
の
預
合
に
も
同
様
に
還
元
を
規
定
し
て

導
來
の
關
係
を
保
持
す
る
こ
と
が
出
詣
る
。

　
ず
最
後
に
、
導
來
の
還
元
に
於
て
主
賄
提
が
憂
ら
す
、
或
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



676

　
　
　
　
哲
學
研
究
第
二
百
五
十
六
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

主
前
提
の
還
元
が
げ
の
場
合
と
同
様
に
灘
K
X
の
い
つ
れ
か
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
（
（

つ
に
依
り
愛
形
さ
れ
る
が
、
當
の
前
駆
＄
を
後
覚
と
し
て
含
む
前

讐
、
↓
癩
が
憂
ら
ぬ
場
合
に
は
、
こ
の
不
愛
な
前
提
の
導
來
に
還

元
を
行
へ
ば
よ
い
。
然
し
こ
の
不
攣
な
前
提
の
導
來
の
還
元
が

特
に
ぎ
の
場
合
で
あ
・
る
と
き
は
（
此
場
合
は
終
結
式
列
、
郎
葡
提

は
不
憂
で
あ
る
）
矢
張
り
げ
の
還
元
を
行
ふ
が
、
下
沓
で
不
乱
な

繭
梶
を
鮮
結
と
す
る
第
三
の
連
鎖
推
理
を
作
る
こ
と
な
し
に
、
こ

の
不
測
な
前
提
の
代
り
に
此
第
三
の
蓮
鎖
推
理
の
前
提
を
前
提

と
し
て
い
れ
た
蓮
鎮
推
理
を
作
っ
て
、
全
導
來
を
締
め
く
く
る
。

明
か
に
そ
の
録
結
は
依
然
と
し
て
不
離
に
と
ゴ
ま
る
。

　
以
上
で
藤
野
の
還
元
の
定
義
は
終
は
る
。

　
　
　
　
　
十

　
導
來
の
還
元
の
有
限
完
了
の
轟
轟
。

　
輿
へ
ら
れ
た
任
意
の
導
來
に
封
し
て
、
前
節
の
還
元
を
逐
次
に

行
ふ
の
で
あ
る
が
、
還
元
の
一
投
毎
に
一
層
簡
輩
な
導
來
が
雄

じ
、
燧
に
心
隈
圃
で
導
來
の
終
結
式
列
が
終
結
形
に
到
博
す
る
こ

と
を
謹
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
凡
て
の
三
三
に

其
の
構
造
の
錯
雑
度
を
表
す
順
序
歎
を
鋤
慮
さ
せ
、
還
元
の
一
歩

毎
に
順
序
撒
が
小
く
な
る
こ
と
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

れ
だ
け
で
は
還
元
の
有
限
性
は
保
謹
さ
れ
な
い
。
例
へ
ば
完
全

蹄
納
法
と
V
導
入
を
使
用
す
る
と
↓
ノ
・
碁
）
が
調
布
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
、
そ
れ
の
．
。
に
特
殊
の
撒
記
號
を
代
入
し
た
場
合
、
及
び

完
全
騨
納
法
の
分
解
に
依
っ
て
生
す
る
黒
蝿
の
場
合
（
注
意
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

き
は
こ
の
特
殊
の
場
合
の
あ
り
得
べ
き
個
徽
が
画
質
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
）
の
い
つ
れ
よ
り
も
複
雑
で
あ
、
る
。
故
に
封
慮
さ
せ
ら

れ
る
願
序
数
は
超
限
瀬
序
撒
で
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
そ
れ
の
全
罷

を
綿
納
的
に
把
握
す
る
た
め
に
は
超
隈
精
興
法
が
必
要
と
な
り
、

こ
れ
の
要
當
性
の
町
明
が
要
求
さ
れ
る
。

　
先
づ
鑛
序
数
を
出
納
的
に
（
壇
㊦
百
済
く
）
に
定
義
す
る
。
順
序
数

は
正
の
有
隈
小
数
で
あ
っ
て
次
の
如
く
定
義
さ
れ
る
。
整
撒
部

分
0
の
順
序
数
の
小
激
部
分
は
有
限
個
の
一
か
、
或
は
唯
一
個
の

2
か
ら
成
る
。
翻
異
な
る
少
く
と
も
一
個
の
整
激
部
分
ρ
（
ゆ
群
O
）

の
願
序
撒
か
ら
の
み
整
数
部
分
9
⊥
山
の
願
序
撒
が
得
ら
れ
る

が
、
そ
の
小
撒
部
分
は
、
與
へ
ら
れ
た
瀬
序
撒
の
小
数
部
分
を
大

さ
に
從
っ
て
最
大
な
る
も
の
か
ら
最
小
な
る
も
の
に
順
次
に
横

に
書
き
叢
べ
、
其
の
各
々
の
小
亭
部
分
の
開
に
℃
＋
一
個
の
0
を

豪
男
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
順
序
撒
の
形
戒
原
理
に
依
っ
て
、

整
撒
部
分
9
÷
一
の
頽
序
数
が
與
へ
ら
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
が
如
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何
な
る
整
数
部
分
ρ
の
順
序
数
か
ら
形
成
さ
れ
九
か
は
一
意
的

に
定
ま
る
。

　
例
。
O
■
＝
ご
り
　
一
．
ご
O
N
　
一
．
N
　
P
一
一
だ
　
ト
D
．
8
一
8
一
〇
一
〇
〇
ご
樽

　
　
　
G
◎
』
〇
一
〇
〇
ゆ
O
O
O
一

　
任
意
の
與
へ
ら
れ
た
導
來
に
直
し
て
順
序
数
を
「
意
的
に
封

慮
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
順
序
数
は
次
の
も
の
に
限
ら
れ

る
。
師
ち
、
小
撒
部
分
に
於
て
相
置
く
0
の
最
大
個
撒
は
一
よ
り

大
で
あ
り
、
而
し
て
・
個
の
0
で
離
さ
れ
た
各
部
分
は
一
般
に

は
2
を
以
て
始
ま
る
が
、
最
後
の
部
分
の
み
は
軍
に
一
の
み
か
ら

成
る
。

　
終
結
式
列
が
基
本
式
列
で
あ
る
導
來
に
は
ト
っ
●
8
0
一
：
－
：
一
の
形

の
順
序
数
を
封
磨
さ
せ
る
。
但
し
相
掻
く
r
の
個
撒
は
式
列
に

含
ま
れ
る
命
題
結
合
記
號
の
個
撒
よ
り
も
一
だ
け
多
い
。

　
前
提
の
導
來
に
既
に
順
序
数
が
與
へ
ら
れ
て
る
る
こ
と
を
假

定
し
で
、
終
結
式
列
が
推
理
法
則
の
蹄
結
と
な
っ
て
み
る
導
管
に

饗
し
て
順
序
撒
を
定
義
す
る
。
先
づ
終
結
式
列
が
V
導
入
或
は

7
導
入
で
あ
る
国
魂
に
は
前
提
の
導
來
に
封
ず
る
順
序
撒
の
後

に
一
を
添
へ
た
数
を
鋤
癒
さ
せ
る
コ

　
終
結
式
列
が
連
鎖
推
理
の
蹄
結
で
あ
る
導
來
に
謝
し
て
は
、
凡

　
　
　
　
　
自
然
数
論
の
無
矛
盾
性
誰
明
（
承
前
）
・

て
の
前
提
の
導
來
の
順
序
数
の
小
撒
部
分
を
考
へ
、
そ
の
う
ち
で

相
績
く
0
の
最
大
個
数
を
v
と
す
る
。
若
し
相
等
し
い
小
数
部

分
。
か
そ
れ
ら
の
う
ち
に
存
在
す
る
と
き
は
、
く
十
一
個
の
0
と
1
個

の
一
、
く
十
一
個
の
0
と
2
飼
の
一
、
等
々
を
次
々
に
添
加
し
て

相
互
に
腿
幽
す
る
。
斯
く
し
て
小
撒
部
分
は
す
べ
て
相
異
な
る

も
の
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
相
異
な
る
凡
て
の
小
数
部
分
を
大
さ

の
順
序
に
横
に
書
き
並
べ
、
そ
の
各
々
の
間
に
《
＋
卜
。
個
の
。
を

補
噂
し
、
夏
に
最
後
に
・
十
ゆ
個
の
0
と
－
個
の
一
を
加
へ
た
も

の
を
、
全
導
來
に
慰
す
る
順
序
撒
の
小
聖
部
分
と
す
る
。
次
に
定

義
さ
る
べ
き
整
撒
部
分
を
ρ
と
し
、
既
に
定
義
さ
れ
た
小
数
部

分
中
の
偉
績
く
。
の
最
大
個
微
を
π
と
し
、
今
考
察
し
て
み
る
蓮

鎭
推
理
の
任
意
の
前
提
の
導
來
に
曝
す
る
順
序
藪
（
こ
れ
は
假
定

に
依
っ
て
既
に
定
義
さ
れ
て
る
る
）
の
整
撒
部
分
を
，
ρ
、
及
び
其

小
塚
部
分
中
で
相
羨
く
0
の
最
大
個
撒
を
〆
と
し
、
最
後
に
童
前

提
に
先
行
す
る
任
意
の
前
提
の
諸
式
に
含
ま
れ
る
命
題
結
合
記

號
の
個
数
を
・
と
す
る
と
、
求
め
ら
れ
る
ρ
を
次
の
條
件
①
②
③

を
満
足
す
る
最
小
の
自
然
撒
と
す
る
。
一

　
①
℃
↓
N
疑
禄
牌
O

　
②
　
袖
、
1
㍉
撚
ト
っ
　
　
　
霞
C
戦
1
1
℃
、
i
隷
、
醒
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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折
悶
愚
ψ
研
究
　
　
第
二
百
五
十
漏
ハ
瀧

　
㊥
熱
一
ぎ
w
o

　
終
結
式
量
が
完
全
蹄
納
法
の
蹄
結
で
あ
る
落
蓋
に
鋤
試
す
る

順
序
撒
の
小
数
部
分
は
ト
。
O
一
一
…
…
一
〇
〇
…
…
一
、
相
綾
く
一
の
個

藪
は
前
提
の
導
來
の
順
序
数
の
う
ち
最
大
の
小
数
部
分
に
於
い

て
照
癒
す
る
箇
慮
の
相
績
く
一
の
個
撒
よ
り
も
一
だ
け
多
い
と

す
る
。
相
弾
く
0
の
個
数
は
右
蓮
の
小
謡
部
分
の
う
ち
梱
臨
く

0
の
最
大
個
撒
・
よ
り
も
2
個
だ
け
多
い
と
す
る
。
次
に
整
撒

部
分
P
の
決
定
で
あ
る
が
、
右
蓮
の
小
撒
部
分
中
で
霜
綾
く
0
の

最
大
類
意
を
刀
と
し
、
前
提
に
顧
慮
す
る
順
序
撒
の
整
数
部
分

を
，
p
、
そ
れ
の
小
躍
部
分
中
で
相
厳
く
。
の
最
大
下
弓
を
〆
、
且

　
　つ

α
に
含
ま
れ
る
命
題
結
合
記
號
の
個
体
を
σ
と
す
る
と
、
P
は

次
の
條
件
を
満
足
す
る
最
小
の
自
然
撒
で
あ
る
と
す
る
。
一

　
①
鳴
一
側
聾
愚
騨
。

　
②
桜
－
泳
騒
卜
。
　
薗
C
晒
「
・
＼
1
1
戦
酬
。

　
③
愚
一
面
鯉
。

　
斯
く
し
て
作
ら
れ
た
順
序
数
は
明
か
に
既
述
の
要
求
を
満
足

す
る
。

　
以
上
の
如
く
導
來
に
順
序
数
を
博
識
書
せ
う
と
き
は
、
導
來
に

還
元
を
作
っ
て
新
し
く
生
じ
た
二
丁
の
順
序
撒
は
一
般
に
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
軸

の
三
三
の
順
序
撒
よ
り
も
小
と
な
る
。
育
ち
整
撒
部
分
は
大
と

は
な
ら
ぬ
。
小
撒
部
分
は
よ
り
小
と
な
る
。
但
し
自
由
鍵
項
と
項

の
置
換
を
し
て
既
に
終
結
式
列
が
終
結
形
と
な
っ
た
場
合
を
除

く
。
ま
た
小
心
部
分
中
の
鵜
黒
く
。
の
最
大
個
数
は
不
憂
で
あ

る
。
但
し
導
來
還
元
ぎ
の
揚
合
の
み
は
。
は
2
飼
檜
加
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　

藪
に
注
意
す
べ
き
は
、
以
上
の
結
果
は
式
列
の
還
元
田
K
X
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
く
く

の
件
の
前
式
を
法
語
す
る
こ
と
を
撒
墨
的
基
本
式
列
に
就
て
假

帯
し
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
右
の
事
項
の
誰
明
は
各
々
の
場
合
に
容
易
に
可
能
で
あ
る
か

ら
此
腱
で
は
省
略
す
る
。
元
勲
、
順
序
撒
を
還
元
に
依
っ
て
小
く

な
ろ
襟
に
定
義
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
か
ら
右
の
事
情
は
云
は

ゴ
當
然
の
結
果
と
も
雷
へ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
還
元
の
有
隈
性
を
澄
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
た

め
に
若
、
干
の
塗
備
を
す
る
。

　
整
数
部
分
ρ
を
持
つ
順
序
撒
α
に
は
、
α
の
小
数
部
分
を
最
大

数
と
も
て
作
っ
た
整
数
部
分
p
÷
一
の
順
序
数
の
シ
ス
テ
ム
鈴
遊

封
慮
さ
せ
る
。
明
か
に
整
撒
部
分
℃
十
一
の
順
序
数
は
一
意
的
に

　
　
　
　
　
　
　

斯
か
る
シ
ス
テ
ム
飾
に
属
す
る
。
ま
た
偽
よ
り
も
偽
が
大
で
あ
れ

　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

畿
の
姦
が
凡
て
瞭
の
籔
よ
り
も
大
で
あ
み
．
．
と
も
明
白
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で
あ
る
。
か
く
て
あ
順
序
と
銅
の
順
序
と
は
相
野
癒
す
る
。

次
に
鰯
蔀
の
撒
の
順
序
を
考
察
す
る
。
鋼
の
内
部
の
最
小
徽

は
・
＋
一
で
あ
る
。
瞭
の
こ
れ
以
外
の
撒
は
、
整
序
部
分
℃
＋
一
を

持
ち
且
つ
黛
十
一
よ
り
も
小
な
る
撒
の
全
腱
と
次
の
如
き
仕
方
で

　
　
　
　
　
　
イ
ソ
モ
ル
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

順
序
に
關
し
て
一
型
的
に
封
回
す
る
。
一
9
，
＝
以
外
の
飾
の
各

撒
は
、
9
＋
一
の
後
に
唱
＋
圃
個
の
。
と
、
吏
に
整
撒
部
分
㍗
＋
一

を
持
ち
且
つ
只
十
一
よ
り
も
小
な
る
或
順
序
撒
の
小
撒
部
分
を
添

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

醸
し
て
得
ら
れ
る
。
故
に
明
か
に
飾
に
廃
し
、
且
つ
9
十
一
よ
り

大
な
る
数
の
シ
ス
テ
ム
の
数
と
、
9
十
一
よ
り
も
高
な
る
順
序
鍬

（
勿
論
そ
れ
の
整
…
数
部
分
は
℃
十
一
）
の
シ
ス
テ
ム
の
撒
と
は
順
序

．
に
蓋
し
て
同
型
的
に
鍬
貸
す
る
。

　
例
。
（
黛
十
一
）
§
O
…
…
O
評
O
…
…
O
㊥
舜
¢
O
も
…
…
O
ρ
’

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
℃
＋
μ
腎
　
　
　
　
　
℃
十
測
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃
i
博
野

但
し
添
撒
〃
は
當
の
撒
の
小
撒
部
分
を
示
す
と
す
。

　
以
上
の
準
備
の
後
、
愈
々
既
述
の
順
序
撒
の
系
粥
に
於
て
超
限

蹄
納
法
が
成
立
し
得
る
こ
と
（
超
節
録
納
法
の
定
理
）
を
謹
明
し

よ
う
。
立
ち
、
上
述
の
順
序
数
は
す
べ
て
、
そ
れ
を
そ
の
喰
寵
す

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
大
さ
の
方
向
に
進
行
（
含
巨
旨
珪
二
二
を
通
す
の
意
味
で
あ

る
が
簡
躍
の
た
め
進
行
と
訂
し
た
）
す
る
こ
と
に
依
っ
て
次
の
意

　
　
　
　
　
自
然
数
論
の
無
矛
贋
性
謹
別
（
承
前
）

　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
　
も

味
で
到
蓬
可
能
（
①
H
N
O
陣
〇
一
μ
び
p
）
円
）
で
あ
る
。
先
づ
第
一
．
の
数
㎝
は
到

蓬
可
能
で
あ
る
。
第
二
に
、
β
よ
り
大
な
る
凡
て
の
撒
が
到
蓬
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
サ

能
で
あ
る
な
ら
ば
β
も
到
蓬
可
能
で
あ
る
。

　
　
革
・
注
意
ぜ
よ
。
こ
の
「
到
蓬
可
能
し
な
る
概
念
の
う
ち
に
ば
系
列
の

　
　
　
極
限
た
措
定
す
る
超
現
的
方
法
が
本
質
的
モ
メ
ン
ト
と
し
て
含

　
　
　
ま
れ
て
る
る
こ
と
を
O

　
町
明
。
先
づ
O
漏
は
到
蓬
可
能
で
あ
る
。
故
に
9
一
一
も
、
O
●
一
＝

等
々
も
到
蓬
可
能
で
あ
る
。
敵
に
一
般
的
に
完
全
蹄
納
法
に
依

っ
て
一
「
O
b
よ
り
小
な
る
数
は
す
べ
て
到
達
可
能
で
あ
る
。
」

從
っ
て
O
b
も
到
蓬
可
能
で
あ
り
、
か
く
て
整
撒
部
分
0
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

撒
は
す
べ
て
到
蓬
可
能
で
あ
る
。
夏
に
完
全
民
訴
法
を
用
み
る
。

穿
ち
整
数
部
分
ρ
（
箱
鼎
O
）
を
も
つ
順
序
数
ま
で
の
（
そ
れ
を
も
含

め
て
）
凡
て
の
撒
の
到
蓬
可
能
牲
が
翫
に
鐙
明
さ
れ
て
み
る
と
假

定
し
て
、
整
撒
部
分
℃
十
一
の
順
序
数
に
幽
し
て
も
到
蓬
可
能
性

が
成
立
す
る
こ
と
を
謹
書
す
る
の
で
あ
る
。
先
づ
整
数
部
分
℃
十
一

を
も
つ
順
序
撒
の
第
一
数
ハ
こ
れ
の
小
撒
部
分
は
贋
か
に
一
で
あ

る
）
は
劃
達
可
能
で
あ
る
。
扮
、
整
備
部
分
ρ
の
順
序
数
の
進
行
は

既
に
假
定
に
依
り
行
は
れ
て
る
る
。
而
し
て
こ
の
各
々
の
数
に
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
整
撒
部
分
葡
十
一
の
撒
の
シ
ス
テ
ム
鯨
が
鋤
便
す
る
。
こ
の
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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折
開
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砺
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二
百
五
山
－
山
ハ
號

ス
テ
ム
は
先
づ
§
十
一
を
含
み
、
次
に
恥
十
一
よ
り
小
で
あ
っ
て
且

つ
整
数
部
分
で
十
一
を
持
つ
順
序
撒
と
順
序
に
寒
し
て
同
型
的
な

シ
ス
テ
ム
か
ら
成
る
。
か
く
て
第
，
　
に
シ
ス
テ
ム
飾
の
ク
ラ
ス

と
整
撒
部
分
ρ
を
持
つ
順
序
数
の
全
膿
ど
が
順
序
に
蘭
し
て
同

型
で
あ
り
、
第
二
に
シ
ス
テ
ム
鯛
内
蔀
の
撒
（
但
ξ
士
よ
り
妙

な
る
）
は
2
十
一
よ
り
あ
小
な
る
順
序
数
（
但
し
整
撒
部
分
9
十
一
を

持
つ
）
と
順
序
に
讃
し
て
同
型
で
あ
る
。
二
重
の
封
癒
關
係
が
成

立
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
整
撒
部
分
℃
＋
國
を
も
つ
撒
の
進
行
は
、

整
数
部
分
p
を
も
つ
数
α
を
進
行
す
る
と
全
く
同
じ
仕
方
に
於

て
、
シ
ス
テ
ム
飾
を
進
行
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
帥
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

9
＋
一
が
到
達
可
能
で
あ
る
と
認
識
し
た
な
ら
ば
齢
の
他
の
す
べ

て
の
撒
も
同
晴
に
到
蓬
可
能
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
進
行

す
る
こ
と
は
、
二
十
一
よ
り
小
で
あ
っ
て
且
つ
豆
撒
部
分
℃
十
一
を

も
つ
撒
の
シ
ス
テ
ム
（
こ
れ
は
上
述
か
ら
も
明
か
な
如
く
飾
と
同

型
的
で
且
つ
假
定
に
依
り
既
に
進
行
さ
れ
て
る
る
）
を
進
行
す
る

こ
と
と
全
く
同
じ
こ
と
と
な
る
。
故
に
整
数
部
分
ρ
を
持
つ
数

に
既
に
行
は
れ
た
進
行
を
土
蔓
と
し
て
整
撒
部
分
℃
十
一
を
も
つ

歎
全
艦
が
進
行
さ
れ
る
。
数
α
。
よ
婬
小
な
る
撒
の
全
罷
（
但
し
整

数
部
分
は
ρ
）
に
濡
し
て
は
，
整
撒
部
分
℃
十
一
を
も
つ
撒
R
。
十
一
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
○
○
、

に
於
て
は
シ
ス
テ
ム
飾
（
但
し
・
〈
ご
）
に
駕
す
る
数
の
全
膿
が
封

歯
す
る
の
で
あ
る
。
、

　
上
述
の
超
限
出
納
法
定
理
を
使
聴
す
る
と
還
元
操
作
の
有
限

性
は
簡
輩
に
謹
明
さ
れ
る
ρ
i
i

　
心
元
の
有
限
性
が
順
序
撒
β
よ
り
も
小
な
る
順
序
数
に
蜀
慮

す
る
導
來
に
涌
し
て
卓
立
可
能
と
す
る
と
き
は
順
序
数
β
に
樹

磨
す
る
導
來
の
還
元
の
有
限
性
の
謹
明
も
可
能
で
あ
る
。
何
と

な
れ
ば
、
還
元
に
依
っ
て
6
に
封
慮
す
る
導
來
は
よ
り
小
な
る
順

序
数
に
聖
慮
す
る
導
來
と
な
る
。
或
は
終
結
形
に
到
達
す
る
。
故

に
3
よ
り
も
小
な
る
順
序
撒
を
持
つ
導
來
の
全
罷
に
封
ず
る
還

元
の
有
限
姓
か
ら
、
β
に
封
蝕
す
る
羅
漢
の
還
元
の
有
限
性
が
鵬

て
來
る
。
二
っ
て
超
限
蘇
納
法
に
依
っ
て
任
意
の
順
序
撒
に
封

慰
す
る
凡
て
の
導
來
に
饗
し
て
も
還
元
の
有
限
性
は
成
立
す
る
。

　
斯
く
て
導
來
に
封
ず
る
還
元
の
有
限
性
が
確
謹
さ
れ
た
。
．

　
　
　
　
　
十
．
一

　
無
矛
盾
性
質
明
は
確
謹
的
で
な
い
推
論
及
び
概
念
を
確
謹
的

な
る
そ
れ
を
以
て
墓
礎
付
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
故
に
前
節
に

述
べ
た
無
矛
盾
性
平
明
が
二
百
の
鼻
口
で
あ
る
た
め
に
は
、
其
虚

に
用
ゐ
ら
れ
た
推
論
及
び
概
念
構
成
が
確
謹
的
で
あ
る
こ
と
を
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ホ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
一
の
問
題
で
あ
る
、
、

次
は
有
名
な
グ
ー
デ
ル
の
定
鯉
（
既
に
遽
べ
た
）
に
関
聯
し
て
、

無
矛
盾
姓
手
明
に
用
ゐ
ら
れ
た
推
論
が
初
等
算
術
學
的
方
法
で

あ
る
か
否
ガ
を
吟
味
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
若
し
其

推
論
が
初
等
算
術
的
方
法
に
の
み
豫
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
斯
か
る

方
法
に
依
る
無
矛
盾
姓
謹
明
は
、
全
自
然
数
論
の
農
系
に
及
ぶ
こ

と
が
原
則
的
に
不
可
能
で
あ
．
る
こ
と
を
、
ゲ
ー
デ
ル
の
定
理
は
宣
、

呈
し
で
る
る
の
で
あ
る
か
ら
。

　
確
謹
性
の
問
題
に
関
し
て
最
も
重
大
な
の
は
有
限
性
謎
明
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
。
こ
れ
以
外
の
箇
塵
で
用
ゐ
ら
れ

た
灯
明
の
手
段
は
明
か
に
「
有
隈
的
」
，
帥
ち
確
謹
的
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
勿
論
「
謹
話
」
は
下
臥
な
い
。
何
と
な
れ
ば
「
有
限
」

な
る
概
念
は
一
意
的
に
は
限
界
付
け
ら
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
個

別
的
に
吟
味
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
無
矛
盾
性
識
明
の
射
象
は
或
記
號
で
あ
り
、
表
示
で
あ
る
。

例
へ
ば
項
、
式
、
潜
窟
、
順
序
撒
、
自
然
撒
等
々
ρ
此
等
の
鋤
象
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
ざ
　
へ

定
義
は
す
べ
て
、
盛
然
数
の
定
義
と
同
襟
に
、
構
成
的
法
則
に
依
、

つ
て
な
さ
れ
て
る
る
。
こ
の
法
則
は
一
歩
一
、
歩
と
逐
次
に
封
象

を
作
り
出
し
行
く
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
際
に
前
礎
さ
れ
ね
ば

　
　
　
　
　
断
然
徽
諭
の
無
矛
屑
牲
詮
輿
（
承
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

な
ら
ぬ
の
は
、
形
式
化
さ
れ
た
歎
論
に
於
て
は
一
定
の
「
醜
撒
」
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「
蓮
語
」
、
「
公
理
」
が
興
へ
ら
れ
て
る
る
が
、
此
等
が
凡
て
決
定

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

可
能
的
に
定
義
さ
れ
て
る
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
、
る
。
こ
の
こ
乏

に
依
っ
て
⊃
關
係
（
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
へ
こ
≦
Φ
⇒
㌣
ω
O
）
が
無
矛
盾
性
謹
製
に
於
て
超

隈
的
に
使
用
さ
れ
る
が
、
併
し
明
か
に
無
害
で
あ
る
。
何
と
な
れ

ば
、
か
の
「
瀬
野
」
「
二
黒
≒
公
理
」
等
が
實
際
に
確
立
さ
れ
、
決

定
可
能
の
條
件
が
満
足
さ
れ
て
み
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

始
め
て
か
の
謹
明
を
有
意
味
で
あ
る
と
考
へ
れ
ば
よ
い
か
ら
で

あ
る
。

　
鍬
、
我
々
の
無
矛
盾
性
謹
明
に
於
て
は
、
此
等
の
鋤
象
に
封
七

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
へ

て
夏
に
一
系
列
の
繭
撒
、
述
語
（
こ
れ
等
も
同
じ
く
決
定
可
能
的

で
あ
る
）
が
適
用
さ
れ
た
。
例
へ
ば
醜
撒
と
し
て
は
「
導
來
の
終

結
式
」
、
蓮
語
と
し
て
は
「
少
く
と
も
V
記
述
又
は
豆
記
號
を
一

個
含
む
」
等
が
あ
っ
た
。
其
他
、
「
導
來
か
ら
還
元
操
作
に
依
り
、

選
言
の
自
由
性
を
一
定
に
規
定
し
て
、
生
す
る
導
來
」
「
導
來
の

順
序
撒
」
の
如
き
幽
数
も
決
定
可
能
的
に
定
義
さ
れ
て
る
た
。

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ

　
更
に
完
全
鯨
納
法
に
依
っ
て
「
す
べ
て
の
急
調
に
延
し
て
」
と

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

か
、
「
す
べ
て
の
導
來
に
話
し
て
」
と
か
の
命
題
が
謹
明
さ
れ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

が
、
こ
れ
の
安
當
性
は
個
々
の
式
列
或
は
悪
血
に
野
し
て
決
定
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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艦質

n
研
究
　
　
第
二
百
五
十
山
ハ
號

能
的
な
の
で
あ
る
。
例
．
へ
ば
「
導
來
か
ら
還
元
に
依
っ
て
生
す
る

圖
形
は
再
び
導
來
で
あ
り
、
終
結
式
鋼
の
憂
形
は
或
條
件
を
満
足

す
る
」
と
か
、
「
還
元
に
依
っ
て
順
序
撒
が
導
く
な
る
。
」

　
概
念
「
す
べ
て
」
も
無
矛
盾
性
謹
明
で
使
用
遷
れ
る
が
、
そ
れ

を
超
越
的
に
（
勲
亭
。
・
剛
O
ε
把
握
し
よ
う
と
、
有
限
的
に
把
握
し
よ
う

と
、
推
論
馬
身
に
と
っ
て
は
差
別
を
生
じ
な
い
か
ら
、
命
の
場
合

は
問
題
と
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
ま
た
超
隈
命
題
の
否
定
も
一
回
使
用
さ
れ
て
る
る
が
、
全
く
無

害
な
形
に
総
て
ゴ
あ
る
、
（
還
元
規
則
と
無
矛
盾
性
と
の
驕
係
を

論
じ
た
箇
庭
で
あ
る
、
第
八
筋
　
を
見
よ
）
樹
と
な
れ
ば
、
否
定
さ

れ
る
命
題
は
全
く
初
等
的
な
矛
盾
に
導
く
か
ら
否
定
さ
れ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
か
ら
。
而
し
て
こ
の
否
定
を
、
「
無
矛
盾
性
」
の
代
り
に
積

極
朗
肯
定
的
な
表
示
「
各
導
來
は
鳩
斧
圃
齪
の
形
を
畜
た
ぬ
（
こ
の

な
　
　
ヘ
　
　
へ

も
牝
ぬ
な
る
否
定
的
表
現
は
超
勤
的
に
使
用
さ
れ
て
る
な
い
こ

と
に
注
意
せ
よ
）
終
結
式
を
も
つ
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
依
っ
て

避
け
る
こ
と
も
出
題
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
還
元
の
有
限
姓
自
明
に
就
て
吟
味
し
よ
う
。
先
づ
心

隈
降
納
法
の
定
理
に
使
用
さ
れ
た
概
念
「
到
達
可
能
」
が
全
く
特

殊
の
性
質
を
持
っ
て
る
ろ
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
○
二

そ
れ
が
或
與
へ
ら
れ
た
撒
に
即
し
て
成
立
す
る
か
否
か
は
一
般

的
起
決
定
可
能
で
は
な
い
。
寧
ろ
其
概
念
は
、
或
特
定
の
撒
に
謝

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ぬ
　
　
ヤ
　
　
ゆ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
そ
れ
が
成
立
す
る
こ
と
が
謹
明
さ
れ
る
と
同
時
に
意
味
を

獲
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
情
は
超
限
命
題
に
有
限
的
解
繹
を
與

へ
よ
う
と
し
た
場
合
（
前
を
見
よ
）
と
同
様
で
あ
り
、
何
等
の
危

瞼
も
存
在
し
な
い
。
概
念
「
到
蓬
可
能
」
の
定
義
は
「
β
よ
り
も
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

な
み
凡
て
の
数
が
既
に
醗
蓬
可
能
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
み
る

と
き
は
、
β
も
到
達
可
能
で
あ
る
」
の
意
味
で
な
さ
れ
て
る
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
る
。
こ
転
に
は
循
環
は
な
く
、
定
義
は
完
全
に
構
成
的
で
あ

る
と
ゲ
ン
ツ
ェ
ン
は
云
ふ
Q
其
塵
で
は
「
す
べ
て
の
」
な
る
規
定
が

使
用
さ
れ
て
る
る
が
、
こ
れ
は
有
限
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
出
來

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
郎
ち
醸
成
的
法
則
で
作
り
出
さ
れ
た
全
膿
に
の
み
關
係
し

て
み
る
と
考
へ
る
。

　
　
＊
「
β
魯
よ
り
も
小
な
う
ず
－
べ
て
の
…
数
に
潔
し
て
到
蓬
可
能
」
と
云
ふ

　
　
　
場
合
に
6
が
規
定
の
モ
メ
ン
挙
と
し
て
入
り
こ
ん
で
み
る
こ
と

　
　
　
に
注
意
ぜ
よ
。
β
の
性
質
が
β
を
含
ん
だ
上
盤
（
即
ち
多
及
び

　
　
　
β
よ
り
小
な
ろ
数
の
二
三
）
を
二
二
と
し
て
規
定
さ
れ
て
る
る
。

　
　
　
β
が
瓶
謂
第
二
種
（
薯
①
箒
諺
δ
の
超
限
順
序
数
で
あ
む
と
き

　
　
　
ほ
、
北
ハ
庭
に
8
型
の
循
環
（
前
た
見
よ
）
が
行
ほ
れ
て
に
る
な
い

　
　
　
か
。
築
庭
に
採
A
型
循
環
ほ
存
在
し
な
い
が
、
完
全
に
遽
次
的
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構
成
の
み
で
ほ
庭
理
し
き
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
ほ
し
な
い
か
。

　
　
　
　
　
一
般
的
に
言
っ
て
、
系
列
の
全
鐙
を
措
定
し
て
作
ら
れ
る
第

　
　
　
　
二
種
の
超
限
順
序
数
が
果
し
て
薩
三
生
義
者
や
グ
ン
ソ
ェ
ン
の

　
　
　
考
へ
ろ
加
川
く
に
仙
縄
樵
…
成
的
の
～
り
の
で
あ
マ
う
か
。
此
晶
か
い
瀧
問
が
”
な

　
　
　
　
い
で
ば
な
い
。
白
然
数
列
を
措
定
し
て
そ
の
極
限
乏
し
て
ω
な

　
　
　
得
る
が
、
こ
の
ω
が
果
し
て
可
無
限
の
み
な
認
め
ろ
立
場
か
ら

　
　
　
合
理
的
に
把
握
さ
れ
る
だ
ら
う
か
。
自
然
数
そ
の
も
の
巨
大
な

　
　
　
　
る
方
向
へ
と
厘
成
叶
9
る
で
あ
ら
・
り
が
、
一
数
列
杢
髄
の
…
糠
献
賦
そ
の

　
　
　
も
の
に
盈
成
し
な
い
。
其
頃
で
匿
劇
り
燐
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
ほ

　
　
　
し
な
い
か
ゆ

　
　
　
　
勿
論
、
こ
れ
と
野
蹄
的
に
實
無
限
加
可
無
限
と
切
離
一
て
把

　
　
　
離
す
る
こ
と
ほ
誤
で
あ
ら
う
。
實
無
限
と
可
無
限
と
の
統
一
に

　
　
　
於
て
の
み
（
こ
の
統
一
の
具
鐡
的
形
態
が
重
要
で
あ
ろ
）
無
限
な

　
　
　
考
へ
ろ
べ
斗
・
で
あ
ら
・
り
Q
併
一
し
こ
の
糞
め
に
ほ
先
づ
パ
ラ
ド
ッ

　
　
　
　
ク
ス
の
原
因
た
實
無
限
に
求
め
よ
う
と
す
る
偏
見
か
ら
解
放
さ

　
　
　
れ
る
こ
と
が
先
決
條
件
で
あ
ら
う
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
掠
、
超
限
蹄
納
法
定
理
の
謹
明
に
於
て
は
，
其
腿
で
使
用
さ

れ
て
る
る
「
到
達
可
能
」
な
る
概
念
の
定
義
の
た
め
に
全
順
序
撒

を
そ
れ
の
壌
大
す
る
方
向
へ
と
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

整
数
部
分
。
の
顯
序
数
郎
ち
㎎
よ
り
小
な
る
順
序
撒
の
無
限
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

全
膿
に
就
て
は
、
謹
陽
を
こ
の
全
書
の
う
あ
で
任
意
に
進
め
る

（
8
臨
a
肖
曾
）
こ
之
が
崖
減
る
と
雷
ふ
意
味
で
、
換
言
す
れ
ば
進

自
然
鍛
論
の
無
矛
礪
性
談
明
（
承
前
）

行
e
舞
三
韻
語
毒
σ
q
）
を
可
無
隈
の
立
場
で
慮
魅
す
れ
ば
よ
い
ひ
こ

の
方
法
を
謹
明
の
全
過
程
に
於
て
保
持
す
べ
き
で
あ
る
と
。

　
　
＊
既
要
求
が
果
し
て
満
足
さ
れ
う
だ
ら
う
か
。
グ
ン
ソ
ェ
ン
の
順

　
　
　
序
。
葛
に
系
列
ρ
飼
。
・
謡
”
O
μ
鵠
…
：
・
の
糧
限
と
考
へ
ろ
べ
き

　
　
　
で
あ
ら
う
Q
と
こ
ろ
が
こ
の
系
列
内
で
の
進
行
と
系
列
か
ら
。
葛

　
　
　
の
灘
行
と
に
本
質
的
に
㎝
匹
甥
さ
る
べ
斗
》
b
の
為
持
っ
て
る
ろ
。

　
　
　
O
祐
に
ほ
直
接
に
先
行
す
ろ
数
が
な
い
か
ち
だ
。
軍
な
左
可
無

　
　
　
限
素
義
で
ば
把
握
し
き
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
に
し
な
い
か
。
グ
ン

　
　
　
ソ
ェ
ン
で
匡
島
等
の
事
情
が
無
親
さ
れ
て
る
る
。

　
次
に
、
ρ
に
就
て
の
完
全
蹄
納
法
の
際
に
超
隈
的
な
蹄
納
の
假

定
が
猷
現
す
る
が
、
こ
れ
は
茅
沼
の
完
全
蹄
納
法
の
有
隈
的
解
．

繹
（
第
六
節
参
照
）
と
全
く
岡
襟
に
解
遇
し
得
る
か
ら
、
確
謹
的
で

あ
る
。
ま
た
推
論
「
撒
・
⊥
山
が
到
蓬
可
能
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て

み
る
と
き
は
飾
の
他
の
ゆ
べ
て
の
数
も
到
達
可
能
で
あ
る
」
に
於

て
は
と
妻
。
諺
泌
○
．
．
蘭
係
が
超
限
的
に
使
用
さ
れ
て
る
る
が
、
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

し
此
推
論
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
前
提
は
離
石
的
に
で
は
な
く
直

へ
　
ゑ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

通
商
明
的
慰
解
心
し
得
る
。
即
ち
9
十
一
に
甑
に
到
達
出
來
て
る

る
露
営
の
讐
進
行
し
得
る
と
考
へ
れ
ば
よ
い
。
瞥
此

庭
に
も
確
謹
性
が
あ
．
る
。

・
最
も
注
目
す
べ
き
脚
捕
所
は
、
℃
十
一
の
シ
ス
ー
ア
ム
内
の
灘
…
行
ψ
ぜ
ρ

一
〇
三
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掃
墨
研
究
　
　
第
二
胃
丹
五
十
六
號

の
シ
ろ
プ
ム
内
の
進
行
に
露
着
さ
せ
る
蹄
納
法
の
論
法
で
あ
る
。

一
グ
ン
ツ
ェ
ン
に
W
依
る
と
此
揚
ム
慨
に
も
相
愚
田
の
明
読
性
（
］
円
く
圃
創
O
鐸
N
）

が
存
在
す
る
と
。
先
づ
整
撒
部
分
1
2
3
等
の
潮
合
を
三
論
的

．
に
考
察
す
る
と
、
こ
の
整
藪
部
分
が
大
と
な
っ
て
も
原
理
的
に
新
‘

し
い
も
の
は
患
て
來
な
い
こ
と
が
判
る
。
即
ち
複
難
度
が
塘
す

と
し
て
も
淫
行
の
借
方
は
基
本
的
に
は
不
意
で
あ
ろ
。
進
行
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

整
撒
部
分
。
の
順
序
撒
の
場
合
と
同
様
に
可
無
心
的
に
考
へ
る

こ
と
が
出
町
る
と
。
た
ゴ
困
難
は
ρ
撒
の
進
行
を
整
数
部
分
の

小
な
る
揚
合
に
は
見
通
す
こ
と
が
出
來
る
が
、
｝
般
の
場
合
に
は

非
常
に
複
難
と
な
り
、
そ
れ
に
就
て
の
表
象
が
ぼ
や
け
て
來
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
併
し
こ
れ
で
も
℃
十
回
数
の
進
行
を
ρ
藪
の
そ
れ

で
基
礎
付
け
得
る
に
は
充
分
で
あ
る
と
．

　
　
　
畳
　
問
題
ば
寧
ろ
葡
註
で
も
蓮
べ
六
如
く
に
極
限
な
措
定
で
う
と
こ

　
　
　
　
ろ
に
あ
ろ
だ
ら
う
。

　
次
に
、
超
限
露
納
法
を
用
み
て
還
元
の
有
限
を
謹
…
明
す
る
摩
羅

を
吟
味
し
よ
う
。
命
題
「
導
來
に
饗
す
る
還
元
操
作
は
、
如
何
な

る
選
鐸
を
行
ふ
も
、
・
有
限
で
あ
る
」
は
還
元
の
個
数
の
総
騰
（
こ

れ
は
無
限
で
あ
る
）
に
關
し
て
超
限
的
に
ご
①
ω
賦
葺
．
．
を
含
ん
で

み
る
。
併
し
此
命
題
は
既
述
の
「
到
蓬
可
能
」
の
場
合
ど
全
く
嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

襟
に
、
そ
れ
が
成
立
す
る
こ
と
が
謹
明
さ
れ
た
各
特
殊
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
於
て
始
め
て
一
定
の
意
味
を
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
三
三
的

で
あ
る
と
。

　
か
く
て
有
限
性
の
豊
明
は
総
腿
と
し
て
確
数
的
で
あ
る
か
ら
、

既
蓮
の
無
矛
盾
性
讃
明
に
依
っ
て
自
然
撒
論
の
非
負
謹
的
な
部

分
を
上
議
に
確
謹
す
る
こ
と
が
出
來
た
澤
で
あ
る
。

　
以
上
で
第
一
の
聞
題
を
終
る
。
第
二
に
、
・
無
矛
盾
性
謹
明
と
ゲ

ー
デ
ル
の
定
理
（
前
論
）
と
の
驕
係
を
吟
味
す
る
。
こ
の
た
め
に

は
謹
明
論
の
欝
象
（
式
、
導
來
、
等
々
）
に
自
然
撒
を
凝
懸
さ
せ
、
此

等
の
封
象
に
饗
す
る
職
質
及
び
客
語
を
、
鋤
越
す
る
自
然
数
に
就

て
の
幽
撒
及
び
蓮
語
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
す
る
と
無

矛
盾
性
謹
明
に
用
ゐ
ら
れ
た
推
論
は
形
式
化
さ
れ
た
数
論
の
う

ち
で
輿
へ
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。
允
ゾ
有
限
性
詮
明
の
み
が
特

捌
の
地
位
を
持
っ
て
る
る
。
鶴
ち
こ
れ
は
自
然
撒
論
の
手
段
を

以
て
し
て
は
表
示
回
田
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
我
々
の
無
矛
盾

性
一
二
は
ゲ
ー
デ
ル
の
定
理
の
輿
へ
る
制
限
と
矛
盾
し
な
い
。

　
　
・
…
・
・
、
の
麦
示
不
酵
能
感
全
く
極
限
を
雛
定
す
る
方
法
が
膚
限
性
談

　
　
　
明
で
使
用
さ
れ
て
る
ろ
こ
と
に
由
來
す
ろ
。
極
限
．
の
措
定
に
肉

　
　
　
然
数
論
に
に
酷
く
霧
在
し
な
い
か
ら
。
若
し
極
限
の
方
法
そ
の
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・
し
の
に
疑
問
態
附
す
な
ら
ば
ゲ
ン
ツ
ェ
ジ
の
霧
海
ば
崩
壌
か
餓

　
　
　
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
故
に
ゲ
ン
ソ
ェ
ン
の
成
果
な
有
意

　
　
　
昧
な
ら
し
め
る
糞
め
に
ぱ
罪
な
る
可
無
限
生
義
た
踏
み
越
え
、

　
　
　
實
無
限
と
の
統
…
に
向
ぼ
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ら
う
。

　
　
　
　
　
あ
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
ヘ
　
へ

　
劔
、
完
全
蹄
納
法
の
特
性
は
、
こ
れ
を
除
く
と
き
は
式
列
の
還

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

元
に
必
要
な
還
元
操
作
の
卸
撒
に
一
定
の
上
限
を
輿
へ
「
得
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
完
全
餓
納
法
が
登
場
す
る
と
、
こ
の
操
作
の
回
数

　
ぬ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
コ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

が
選
揮
に
依
存
し
て
任
意
に
大
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
臨
ち
式

列
劃
レ
↓
哺
（
棒
）
に
必
要
な
還
元
の
厨
撒
は
、
亡
の
値
で
あ
る
n
に
・

依
存
し
、
翻
し
て
こ
の
筑
は
そ
れ
の
含
む
霞
由
攣
項
に
鮒
し
て
．

如
何
な
る
数
記
號
を
代
入
す
る
か
に
從
っ
て
攣
化
す
る
。
故
に

こ
の
場
合
に
ぽ
ゴ
レ
玄
（
峠
）
に
必
要
な
還
元
の
個
撒
に
は
一
般
噸

に
上
限
を
輿
へ
ろ
こ
と
が
出
來
な
い
。
こ
の
理
融
か
ら
し
て
從

來
の
無
矛
盾
性
識
明
論
が
完
全
露
納
法
を
完
全
な
形
態
に
於
て

民
活
と
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
十
二

　
無
矛
盾
牲
謹
明
の
敷
愈
愈
園
。

　
無
矛
盾
性
腰
明
に
と
っ
て
は
、
幕
．
礎
に
お
か
れ
た
形
式
的
罷

系
が
當
の
数
墨
調
革
、
我
々
の
場
合
で
は
自
然
撒
論
を
蜜
際
に

　
　
　
　
　
自
然
数
論
の
無
矛
薦
牲
説
脱
（
承
前
）

完
全
に
包
括
し
て
み
る
か
否
か
が
重
大
で
あ
る
。
實
際
の
自
然

数
論
は
形
式
的
限
界
に
依
っ
て
縛
ら
れ
て
み
る
も
の
で
は
な
く
、

新
し
い
概
念
構
成
及
び
新
し
い
推
論
の
共
用
に
依
っ
て
療
張
さ

れ
て
行
く
．
、
故
に
こ
の
三
三
に
歩
調
を
合
せ
て
無
矛
盾
性
謹
明

も
籏
大
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
我
々
の
無
矛
盾

牲
三
明
は
こ
の
進
展
が
町
能
な
る
様
に
作
っ
て
お
い
た
。

　
例
へ
内
ば
自
然
撒
に
饗
し
て
新
し
い
繭
数
乃
至
蓮
沼
を
導
入
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
と
き
は
、
そ
れ
に
回
し
て
決
定
の
規
則
を
輿
へ
ね
ば
な
ら
な

い
。
函
数
乃
至
述
語
に
顯
回
し
て
公
理
を
導
入
す
る
と
き
は
、
こ

れ
に
封
し
て
還
元
の
規
則
（
第
八
節
を
兇
よ
）
を
輿
へ
ね
ば
な
ら

な
い
。
此
等
の
要
求
は
、
実
数
、
写
譜
の
導
入
が
晋
通
の
意
味
で

ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

正
し
く
、
、
公
理
。
か
眞
で
あ
れ
ば
（
實
際
の
数
論
に
於
て
は
す
べ
て

然
り
で
あ
る
）
、
容
易
に
充
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
理
論
の
灌
展
に
由
っ
て
從
來
の
形
式
的
艦
系
で
は
表
示
不
可

能
で
あ
る
如
き
新
し
い
推
論
が
生
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
自
然

　
　
　
　
　
き
　
　
へ
　
　
め
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

数
論
を
含
む
形
式
的
に
限
界
さ
れ
た
艦
系
は
す
べ
て
不
完
奄
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
暴
な
ろ
こ
と
。
か
有
限
の
手
段
で
謹
明
、
さ
れ

得
る
が
、
し
か
も
か
の
鎧
系
に
属
す
る
方
法
で
は
聡
明
不
可
能
で
’

あ
る
如
き
初
等
的
性
質
を
持
つ
た
総
論
の
命
題
が
あ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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㎞
嘗
學
榊
緋
究
　
　
麓
ザ
ニ
触
臼
五
十
｝
山
ハ
幣
脳

理
由
で
無
矛
盾
姓
軍
曹
の
贋
値
を
疑
ふ
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
非

難
は
私
の
鐙
明
に
は
要
悲
し
な
い
ど
グ
ン
ツ
ェ
ン
は
雷
ふ
の
で

あ
る
。
師
ち
、
若
し
自
然
藪
論
の
命
題
を
我
々
の
形
式
的
罷
系
に

騰
し
な
い
推
論
で
澄
明
し
得
る
な
ら
ば
、
こ
の
命
題
に
鋤
し
て
第

八
節
に
述
べ
た
撒
學
的
基
本
式
鋼
に
封
ず
る
還
元
規
期
に
則
っ

て
逡
元
の
仕
方
を
與
へ
る
。
（
師
ち
公
理
と
し
て
導
入
す
る
の
で

あ
る
G
）
か
く
し
て
此
命
題
は
無
矛
億
性
謹
明
の
・
）
ち
に
探
り
込

ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
還
元
の
二
期
（
菊
①
島
餌
岸
鉱
O
謬
伍
く
O
居
り
ワ
O
プ
門
矧
漂
）
の
概
念
は
斯
く
の
如

く
に
甚
だ
↓
般
的
な
性
絡
を
持
ち
、
嚇
定
の
推
理
法
則
の
形
式
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

、
艦
系
に
拘
束
さ
れ
な
い
で
、
眞
理
性
（
宏
。
｝
益
饗
簿
）
と
講
ふ
一
般

概
念
（
こ
れ
が
一
般
に
三
三
な
意
味
を
持
つ
回
り
）
の
形
式
的
表

現
な
の
で
あ
る
◎

　
併
し
乍
ら
自
然
撒
込
瀦
に
甜
数
｛
撃
解
団
の
概
…
A
芯
や
推
込
醐
》
地
加
｝
へ
る

と
き
は
、
以
上
の
無
矛
贋
性
誼
明
は
｝
股
に
は
も
は
や
此
場
合
に

は
鐵
張
し
得
な
い
。
我
々
の
今
の
方
法
で
は
謳
兄
服
不
可
能
な
原

理
的
困
難
が
あ
る
の
だ
。

　
　
＊
此
の
園
難
の
原
因
た
グ
ン
ソ
ェ
ン
に
親
明
し
て
み
な
い
が
、
こ

　
　
　
れ
に
彼
が
パ
ラ
ド
ヅ
ク
ス
と
實
無
限
と
を
無
批
判
的
に
結
び
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
〇
六

　
　
　
け
隔
＝
観
し
、
可
無
限
の
立
場
存
貯
蔵
す
ろ
黙
に
あ
る
の
だ
ら

　
　
　
う
。
併
し
、
我
々
に
と
っ
て
艮
實
無
限
と
珂
無
限
ほ
統
一
さ
れ
れ

　
　
　
ば
な
ら
な
い
。
鴛
無
限
を
親
野
か
ら
放
遽
す
う
と
き
に
謹
明
論

　
　
　
匡
数
墨
解
析
の
問
題
に
講
し
て
杢
く
無
力
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
と
こ
ろ
で
自
然
籔
論
の
無
矛
盾
性
鐘
明
を
数
回
の
他
の
分
野

に
移
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ら
う
か
。
自
象
が
自
然
数
と
同
様
な

構
成
法
則
で
輿
へ
ら
れ
る
部
門
に
は
一
般
に
こ
の
三
韓
が
可
能

’
で
あ
る
。
（
墓
本
塁
號
の
有
限
系
列
が
當
の
理
論
の
封
象
を
表
示

す
る
部
門
で
あ
る
。
）
斯
か
る
理
論
に
封
し
て
は
醜
撒
及
び
蓮
語

を
決
定
可
能
な
る
定
義
で
導
入
し
、
こ
れ
に
自
然
撒
論
に
於
け
る

と
同
君
論
理
的
推
論
を
適
胴
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
無
矛
盾
性
謹

明
は
容
易
で
あ
る
。
鍬
三
三
の
代
り
に
封
旧
記
號
が
登
揚
す
る

の
み
。
本
質
的
薫
は
何
功
攣
化
も
な
い
。
斯
か
る
数
回
の
部
門

と
し
て
は
、
例
へ
ば
代
撒
學
の
本
質
的
部
分
、
コ
ン
ビ
ナ
ト
リ
ッ

シ
ュ
な
位
粗
幾
何
學
、
数
學
解
析
の
或
部
分
、
謹
閣
論
の
本
質
的

部
分
が
か
ぞ
へ
ら
れ
る
。

　
負
撒
、
分
数
、
不
定
方
程
式
の
自
然
撒
論
へ
の
鋤
象
と
し
て
の

導
入
も
全
く
三
襟
に
し
て
無
矛
盾
性
謹
明
の
埼
内
に
ひ
き
入
れ

る
こ
と
が
出
蹴
る
。
こ
の
新
鋤
象
を
適
當
な
仕
方
で
自
然
数
に
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封
慮
さ
せ
る
こ
と
に
依
っ
て
、
此
等
の
三
論
象
に
就
て
の
命
題
を

自
然
数
に
得
て
の
命
題
に
韓
歯
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
右
述
の

他
の
歎
畢
の
分
野
に
就
て
も
全
く
同
様
で
あ
る
。
「
有
隈
な
記
號

の
結
合
」
を
｝
封
一
の
仕
方
で
自
然
数
の
そ
れ
に
饗
慮
さ
せ
れ
ば

よ
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
×
　
　
×

　
以
上
で
グ
ン
ツ
ェ
ン
の
業
績
の
本
質
的
部
門
を
云
ひ
識
し
た
。

こ
の
業
績
に
就
て
の
筆
者
の
私
見
は
註
で
蓮
べ
た
が
、
現
在
の
我

・
々
に
と
っ
て
は
ゲ
ン
ツ
ェ
ン
的
方
法
の
本
質
、
そ
れ
の
限
界
の
認

識
が
璽
要
で
み
る
。
現
在
の
竪
町
幕
礎
論
の
中
心
諜
題
は
数
輩

解
析
の
無
矛
盾
性
謹
明
で
あ
り
、
し
か
も
ゲ
ン
ツ
ェ
ン
的
方
法
は

こ
れ
に
済
し
て
無
力
で
あ
る
と
彼
自
身
が
告
白
し
て
み
る
か
ら

で
あ
る
。
現
在
に
於
て
は
緻
學
解
析
の
無
矛
盾
性
謹
明
を
如
何

に
す
べ
き
か
と
言
ふ
具
罷
免
見
通
し
は
つ
い
て
る
な
い
様
で
あ

る
。
云
は
ゴ
五
里
霧
中
の
歌
態
な
の
で
あ
る
。
最
近
閑
．
黒
酔
2

女
史
が
オ
ス
ロ
の
数
學
回
議
で
第
二
階
級
の
論
理
に
驕
し
て

男
①
巨
邑
。
⇔
（
こ
れ
は
ヒ
ル
ベ
ル
ト
の
論
文
と
d
σ
會
α
霧
α
目
魯
祭

犀
。
冨
．
．
に
於
て
明
か
に
さ
れ
て
み
る
如
く
實
撒
の
理
論
に
密
接

に
關
聯
し
て
み
お
。
）
を
論
じ
た
と
の
報
告
は
あ
る
が
、
そ
の
内
容

　
　
　
　
　
貞
実
数
論
の
無
矛
贋
性
説
明
（
承
前
）

は
獲
表
さ
れ
て
み
な
い
。

　
い
つ
れ
に
せ
よ
、
数
學
解
析
の
克
服
に
は
恐
ら
く
謹
明
論
の
方

法
の
一
大
韓
回
が
必
要
で
あ
ら
う
。
第
一
に
可
無
限
の
立
場
を

越
え
る
こ
と
が
肝
要
で
は
な
か
ら
弘
か
。
こ
の
た
め
に
は
實
無

限
と
バ
ラ
ド
・
ク
ス
を
同
一
説
す
る
偏
見
か
ら
解
放
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
で
あ
ち
う
。
そ
し
て
此
事
は
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
N
P
V

と
の
本
質
的
差
別
の
認
識
、
特
に
後
考
の
精
密
を
必
要
と
す
る
ゆ

實
に
N
P
V
の
活
躍
こ
そ
撒
學
解
析
の
活
動
の
中
心
力
で
あ
る
。

N
P
V
で
は
實
無
限
と
可
無
限
が
或
意
味
で
続
一
さ
れ
て
る
る
。

恐
ら
く
藪
．
學
解
析
の
無
矛
盾
性
謹
明
は
N
P
V
を
基
軸
と
し
て

旋
回
す
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
（
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
九
三
七
・
四
・
二
七

拙
稿
な
草
す
る
に
論
り
示
さ
れ
た
三
田
學
兄
の
厚
意
に
封
し

て
深
謝
し
ま
す
0

一
〇
七


